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方講韻糊一ズヨ

国立国語研究所編



　このテキストは、方言研究のための資料として

つくられたものであり、録音テープは国立国語研

究所に保管されている。

　この巻に収めた方言の録音とテキストの作成と

は、国立国語研究所話しことば研究室のもとめに

応じてすべて内間直仁（東京都立大学大学院博士

課程在学中、方雷学専攻）が行なった。

　なお・採録地点は内間の故郷である。
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採録地点とその方言について

1．　採　録　地　点

　　沖縄本部町字瀬底

2．地点の概観
　　瀬底島は沖縄本島北部，本部半島の海上，約500メートルに浮ぶ小さ

な島である。その爾側の海上には水三島，北西の海上には儲江島がある。

　瀬底島は周囲が約8。5キロ，総面積約280万平方メートル，人U2．500

名，戸数520戸の一一つの区である。学校は小中校の併置校が一つあって，

生徒数は約400名である。農業が主で，砂糖キビ，煙草栽培がさかんで

　ある。本島との交通は鉄船で行なわれている。日常の買い物は島内にある

組合店や売店ですましているが，正月，並等の大きな買い物は本部町渡久

地の町に出かける。N常でも渡久地との交通ははげしい。たとえば，町役

所につとめているとか，パイン工場で働いている人々が多いが，その人々

　は島から通勤している。瀬底方言は渡久地方言とは少々異なる。それが今

　ではだんだん渡久地方醤の影響を受けつつある。沖縄北部にはもう一つの

大きな街，名護があるが，瀬底方言は名護よりもむしろ渡久地からの影響

　が大である。

乙．瀬底方言について

　　瀬底方言は沖縄方言の区画からすれば， 沖縄本島北部方雪に属する。

5．1　音　　　　　声

　　　国立国語研究所・話しことば研究窒指定の記号によって，e一ラを示

すと，次の通りになる。

　　　　　　　　　　　　　一 一
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5．　1．　G 　おもな音声的特徴

つぎに，おもな音声的特徴を列挙する。

．1）喉頭音〔？〕があり，母音と掻音Nの前にあらわれる。？a靱

　《ある〉など。また，喉頭・摩擦・無声の〔in〕に対して，喉頭・摩

擦。有声の・を認めなければならないが，テキストでは特に表記し

　ていない。

2）・はi，eの前では〔j〕，uの前では〔w〕に近い摩擦をとも

　なう。

3）hはi，eの前では〔9）ruの前では〔φ〕・それ以外の母音

　O’前では（h）である。なお，hwaは〔φa）である。

4．）ガ行子音gは語中においても破裂音である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　2　一一



5）　〔t∫i）（七∫a〕〔t∫a〕　〔t∫o〕〔t∫　u）はあるが，〔tsi〕

　〔t・e〕〔¢・・）〔ts。〕〔t・s・u）・｝まない・その有声子音〔dラ〕につい

　ても同様である0

6）sはi，eの前では〔∫〕である○従って，〔si）〔se〕はない。

7）〔d．）と〔r）は自由替変の関係にあって，その違いによって意味

　の区別をすることはない（従って，一一つの音素に該当する）。

8）有気。無気の区別はない。

g）ti，tu，　di，dUがある。　p音も存する。

lo）促音qは語頭，語尾にはあらわれないQ

M）擾音で？Nは語頭にのみ，，Nは語頭，語中，語尾いずれにもあら

　われる。

　なお，〔　）に入れてある記号は国際音声字母で，説明の補助手段

　として用いた。

5．1．2　共通語との対応関係　　　　　，　　　　　o

　　　　当稿は音韻レベルでの記述を目的とするものではないから，対応関

　　　係も詳しく述べられないが，音声レベルでごく簡単にふれておきたい。

　　　1）母　　　　　音

　　　　　母音は次のように対応する。

　　　　　　共通語　　a　i　u　e　O

　　　　　　当方言　　a　i　u　i　u

　　　　　共通語のe，oが当方言でi，　uとなるが，これは沖縄方言では

　　　　一般的である。なお，語例についてはテキストの資料を参照のこと。

　　　2）連　　母　　音

　　　　　　共通語　・　ai　　ae　　aO　　au

　　　　　　当方言　　e：　e：　○：　o；

　　　　　この対応も沖縄方言においては一般的である。

　　　　　　　　　　　　　　　一5一



5）前の形式の末尾音が一一　u・一一i◎これに係助詞5・《は》が

接すると，次のような変化が起る場合がある。

　一u＋ja→　一Q：例9atu〈後〉　＋ja→？ato：＜後は》

　一i＋ja　→　一e：例　？ari《あれ》＋ja→？are：《あれは》

4）子　　　　　音

　　△共通語のヵ。コが当方言ではha・huになる場合がある，その

　　傾向は語頭において著しい。

　　△共通語のハが当方言ではhwaになり，ヒ。へがPエになる傾

　　　向が強い。

　　△共通語のりは当方言ではiである。

　　△語中でW子音が脱落する傾向がある

　　　例　h。：〈メ鎚〉　‘’t。：ra＜俵》

　　△共通藷のス。ズ。ツは　　si。zi・ciなる。

　以上が共通語との対応関係である。その他の音についてはそん

なに共通語とかわらない。たとえば，共通語のサ行子音は当方言

　でもsである。

5．2　文　　　　　法

　　　特に著しい文法的特徴をあげる。

　　1）動詞の基本形は共通語の基本形にそのま5対応しない。たとえば，

　　　hakuN＜書く》は共通語の「書く」にそのまx対応しない。服部四郎・

　　博士はそれを「連用形＋居り」の結合したものであると説かれ，・平山

　　　輝男博士は「連用形＋居る＋もの（を）」の融合変化してできたもの

　　　であると説かれる。いずれにしても，それは共通語のf書く」にその

　　　ま5対応することはなく，そのために，沖縄方言の動詞の活用は非常

　　　に複雑になっている0

　　2）形容詞の基本形も共通語の形容詞の基本形にそのま5対応しない。

　　　　　　　　　　　　　　　一4　一一



「たとえば，takasaN＜高い》はF高サ＋アリ」の変化したものだと

　いわれている。

5）助　　　　詞

　　△格助詞はしばしば文中でよく省略されみ．

　　　Ku．mu：　ne：Nl《雲力玉オCし、〉・…　一nu　　《カK＞（Z＞省略

　　　nuru　na　th　wazi　ma　i《ノロのなりはじまり〉

　　　　　　　　　　　　　　　　……ll　UL〈の〉の省略

　　　waN　　？ikuN《私が行く》　………　1ミa《が》の省略

　　　sO：kei．wo：zidai　ci：〈筒二王時代へきて〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　……NgatG，《へ》の省略

　　　1／、uru　naimisoci《ノロにな：りなさって》

　　　　　　　　　　　　　　　　　……ni《に》の省略

　　　また，係助詞ja《は》もしばしば省略される。

　　　？ukam±Ncju　　subiti　　Kima：ti＜御神人はすべて決って》

　　△係助詞の餌《か＞　ru＜ぞ》はその係る活用形式を特異な形

　　　で結ぶ。

　　　？1ci．：一ga　ku：ra　　　〈いつ来るのかしら〉

　　　？a晦：一ga　huira　　　＜雨降るのかしら＞

　　　ti：一ru　　？uqturu　＜手ぞ打つ》

　　　hak1：ru　　su：rU　　　《書きぞする〉

　　△格助詞「を」に相当する形式は存しない。

　　　cju：　　so：悦kuN　　＜入をつれてくる＞

　　　ma　　　miN　　　　　《馬を見る》

4）代　　名　　詞、

　　△人称代名詞

　　　　　　　　　単　数　　　　　複　数

　1．人　称　 wa：《私》　　waq　ta：《私たち＞

　　　　　　　　　　　　　HsH
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2．人　　称

5。人
称
称
　

称
　

称

不定称

waN《私》

？ja．：《君，おま∫こ♪

na：＜あなた＞

naN《あなた〉

？u．翼zju＜あなた》

buri＜これ》

’g　uN　〈これ〉

？uri《それ》

？uN　《それ〉

？ari《あれ》

？aN　＜あれ》

ta：　＜たれ＞

taN　＜たれ》

taru〈たれ〉

△指示代名詞

　　　っている。

　　　　近　称

　　　　中　称

　　　　遠　称

　　　　不定称

地点選定の理画

？a　《私たち》

？agaN＜私たち》

？iqta：《君たち，おまえた：

　　　　　　　　　　　ち》

Daqta：《あなたたち＞

naNta：《あなたたち〉

？uNzjuna：《あなたたち〉

？uNzjuna：ta：＜あなたたち》

huqta：《これたち＞

huNta：《これたち〉

？Uqta：《それたち》

？uNta：《それたち〉

？aqta：《あれたち》

？aNもa：《あれたち》

t．aqta：《たれたち＞

taNta：《たれたち〉

　　　旛示代名詞（事物・場所n方向をされ示すもの）は次のようにな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hUma〈こCt　tこちら〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？uma《そこ，そちら》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？ama《あそこ，あちら》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　da：　《どこ，どちら》

国立国語研究所話しことば研究室の要求による。

huri《これ》

？uri＜それ》

？ari《あれ》

diru《どれ〉

　　　　，一一　6一



1　上間幸次郎氏の自然会話

録音艮時　4969年8印EII

録音場所　はなし手の自宅

はなし手

　氏

　年

　職

名
令
歴

　居　住　歴

きき手

上　　間　　幸次郎

87才

瀬底区長、本部町町会議員、瀬底産業農業協同組合理

事を経て、現在隠居生活

現地で生まれ、ずっと現在まで居住。

内　　間　　直　　仁

一7一



1．　瀬底のノmと門中について

解　説：瀬底島の歴代ノロについて，その逸話を含めつつ述べ，さらに門中

についてふれている。

（1）

？aNsa：’
それでは，

dai　一一　？ici　c！　ai－nu　nur　u一　har　a　一一nu　hwanas　t　：　一sa　：　一一　ja　：　一

　　第｛代の　　　　　　　ノロからの　　　　　話をしましようね。

sai　sisuku－nv一　nt｝ru－ja　muka；si
　　　　　瀬底の　　　　　ノロは　　　　昔 〔瀬底の〕

t　ac　ihw　az　±mai一　har　a

立ちはじまりから

nuru　？ata：nu．　mur）u：一ja’r．a：nu　CLai－zju：saN－dai－nu　so：ke±一
ノPtが　　あった　　　　ものではなく，　　　　　第15代の　　　　　　二二

wo：一zidai　e±
王蒋代に　　　　きで

ku：gi－nu　me±rei－sat　nuru
　　公儀の．　　　命令で　　　　　ノロに

nateN　・一　sc　utu
　　　　　　　なったよう

OaiN・一jo：
であるよ，

kugi：
　公儀〔のね〕。

の　　　　　

∂e・

工一

su］冨籍e：Whコa　　kしし：9■　一一Ja　　　8◎：］ei一

　　するとね，　　　公儀は，　　　街敬

　　コ　　　　　　ほ

wo．一∂a
王は

gusicja｝・ト？e：kata甫しえ　s加qsiN－nu－baSU－je：tu．
　　　　　具志頭親方の、　　　　　　　　出身の頃だから，

　　　　（2）

sisuku一？e：ki：一nu
　　瀬底工一s7　一一の

n±de；me－nu　hwa：huzl一一nu一一basu　wuX±
　　2代穏の　　　　先祖の頃　　　　にて

？uk：a難1錘cju　　SUわiむi　　ki驚a七e：11U．一・gutu　　？ai鏡　　nu．ru．一∂a

　御神人は　　　すべて　　　きまったよう　　で．ある。　ノロは

　　　　　　　　（5）　（4）
simfdi．：一nu　nurQ：　ku：ginuru・一rici　？usU－nv一　meirei一一sai　ltlkru
　　墨の’　　　ノロは　　公儀ノmと言って，　　御主の　　　命令で　　　ノロに

nai－misocl　stsuku一‘？e：ki：一一nu　nide：me一一nu　hwa：huzi一一nu
なりなさって，　　瀬底工一キ・一一の　　　2代琶の　　　子忌の

　　　　　　　　　（5）

c　」　O　：　r　F．）　：　一　g．）　a　一　j　e　：m　1　s　」　e　：　一　t　a　r　a

　　　　姉妹でいらしたのか，

m　a：　一　」　a　w’a　k　a　r　a　N，　一　s，　i　g　a

　ここは　　　　わからないが，

●
　
6am
　
，

ここ

箆uru　　na■
ノロ（の〕なり

hwazimai－ja
　　はじまりは

siEuku一一？e：1i〈i：一nu　kwa；ma：ga
　　　瀬底工一キ　一一の　　　　子孫，

」　ina　gu　1“T　gwa一　h　a　ra　：，　aX　±　？　uN　¢　」　u：　一　ga

　　　女の子から　　　　なって，　　その人の

（6）・

？ll〈ocu一．”’｝a　nama

　　遣骨は　　　今

一8一一



（7）

願［ja：tししでja？ugwaN一一ne：

　　ミヤトウヤウガンに
？aiN・一jo：
　　あるよ。

Dunu　cjug±一ja
その　　　次は

　　ゐ磁aしa
また

（nide；me：一nu．．．9anu　a：）
　　　2代Eの　　…　あの　7一）

（8）

nide：me－nu　nuru一一ja　mata
　　2代霧の　　　ノロは　　　また

？agar±一nu　jinaguNgwa－nu　nat；i．　c±：　？uNcju：
　　アガリの　　　　女の子が　　　　なって　きて，　その人

9ilζ二〇Cしし一ja

　　遺骨は

　　　　　　　　　　（9）

遊at；a　　血a1進a　me：わaru．一nu．
また　　 今　　　 メーバルの

（iO）

　？iriNja：一nu
、　イリンヤーの

cju：一一n1
　　人に〔孝されている〕。

nuru　一Z　aka　一一ne　：

　　　ノロ墓に

（一一ja）一ga　．

（は）　の

？a±N－ba：
　あるわけ。

saNde　：　ine　；　一nu．

　　5代目の
（hwa：huzi－ja：）
（　先祖は　　　）

kwa：一・je：misjete：一siga
　　　子でいらしたが，

（G2）

？ure：
それは

nuru－3a
　ノロは

？a：

アー

（ta）

　？agataNine：　一一nu

　　　アガタンメーの

？agari－nu
　あがりの

zinaNsaNna．N一・nu　1“wa：一一jata－siga　nati－s：Lga
　　次男三男の　　　　　　子であったが，　〔その人が5代目のノロに〕なっているが，

9uNcju：（一一ja）一nu　？ilr．ocu－ja
　その人　　㈲　の　　　遺骨は

　　　　　（15）

nama　’to：naNbja一・ne：　？izi
　’今　　　　．トーナンビヤに　 行って

？aira－hazi　？uN　nutru　nati　hieja：tu　tuzi
　　あるはず．　　その，ノロに　なって　　しまったら　　妻に

Sしし：nUL

する

CコU：一∂a　　W競ra：nu　　s　i：ku一捻e：
　人は　　　　居らず，　　瀬底に。

hwa：hLzzi－nu
　　先複が

SO：iti　Ci：
つれて　　きて

（a4）

？ししrasak：i－nu
　　　　浦崎の

wut　u
夫に

sぬmiti
させて

　　　　’

　　　　　　　　　　　　（16）

nakazjUni：一ri－ru：tu　？unu
　　　仲宗；根というのと　　　　その

？alx’sa：ini　？agari－nu
　　VCこで　　　アガリの

nakazjuni一一ri　“？ju：nu
　　　仲宗根と　　　言う

（15＞

h±　cic　，」　a：tu

　　そうしたら

？u，碧cju，：一tしし

　その人と

nuru－tu－nu　naka－ne：
　ノロとの　　　　　仲に

O
O畷

jinaguNgwa　cju±　ma：rlti
　　女の子　　　　t人　　生れて，

hicicja：tu
　　そしたら
　　　　　　　　’

？ししri：h－ja　　 ？unu．

それは，　　その

一9一



XnaguNgvva－nu　mata　？uja：一n．u　kawai
　　女の．子が　　　　また．　　　親の　　　代りに

nuru　nateN－jo：
ノロに　　なっているよ。

・？uri－ga　a：　saNde：　a
　それが　　アー　　5代　　ア

JUαe：】範e一エ：iu．　　nu．ru．　　　　　　　．9uci滋a胸ゑU．

　　4代目の　　ノロ。〔すなわち〕内間の

buqpa：　？unu　？ucima－nu
おばあさん。　その　　　　内顧の

bugpa：一・J’4e：一siga　9uNcju：（一ga）一ja
　　おばあさんであるが，　その人（が）は

a：　dio：！〈o：・一z，ju：？ic±一neN－nu

プー　　　　　道・光11年の
｝〈anu七u，榊nu一？u：一nしし　　七u．si－ne：

　　　　かのとのうの　　　　年に

ma：　r±　ti

　生れて
taisjo：
　大正，

taisj　o　：’　一saN一　ne　．N　一一gaja　：

　　　　　　大正5傘かしら，
sa賛」・ne蟹一nu
　　　5年の

tura　ru　te：1－nu

　　寅年の
saNgwac1－zju：sigunlei
　　　　　5月14・5日に

ci：
きて

　　ロ　　　　　ロ

ma．C■
おなくなりになって

hleihicja：一一siga
　　　しまったが，

　コ　　　　ロ

C∂Q，ru
　事変

h　wi　c　i　z・　j　u　：　si　：　一　nu

　　　　　　84の
tusi一一ne：
　　年．齢に

ma；　・c．”．一　！’　一一　misoeiN一一　ba：　？uNc　ju：　一ga　ma：　ci　hlci　hicja：　tu

　おなくtg　bになったわけ。『　　その人が　　　おなくなりになって　　そ’したら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17＞

mata　？at3，　a－rfi－nu　hicide：me－nvt　hwa：huzi一一nu　e，；To：zjo．．．

また　　アガリの　　　　7代密の　　　　先裕の　　　　長女，

（18）

　me：hinazSNja：一nu　，bugpa：一ga　nal－mlsocl　？uNcju：一一ga－basu
　　メーヒナジンJV　一の　　　　おばあさんが　　なりなさって，　　その人の頃

　　　　　　　（t9）

ne：一ja　？uhuz・juku一一tii　‘？arasi：．一一nu　？thzitiN－jo：　nv．yu－nu
　には　　　ウフジユグと　　　争いが　　　　轟ているよ，　　ノnの。

（2e）

？uhuzjuku－nu
　　　ウフジユクの

t’　ac　ihwa．7，　i　mai　一　j　a

　　立ちはじまりは
　　　　　　　　　　　　｝

？atu　？ure：
だから，　それは

simabuku
　島袋

geN？iciro：一san一一Etyba　9ul〈urisa：ini
　　　　源一郎さんが　　　　 起して

？ar．翁si：

争いが
“IZIti
出て，

？這h砥z謡ししku一捻u

　　ウフジユクの

｝くwa．：禦、乳：t／一　a－ha　ra

　　　　　　　り
　　子孫から

’．p 浮汲浮窒?：

　　6代，
？unu　N：　”！Uedma一
その　　ンー　　内宮

nしし　　漁urubuq．pa：一ga　　　？a「じ疑一ja　　　ru，kud．θ：me－ja

の　　ノロおばあさんの　　後は　　　　6代目は
？±zitaN－ba：
　　出たわけ。
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〔6代9は〕

（2G）

mii：　gwa：　．ja：　一・nu

　　　ミーグワーヤーの
sje1～ぎ宅arO：一ga
仙太郎の

’じUd「　i

妻，
？uhuzjukwnu
　ウフジユクの

dir　jeNtaro：一rl
　　善太郎と

？i：一misje：nu　cju：一nu
　　言いなさる　　　　人の

sizjajinaguNgwa－nu
　　　　　　　長女が

？iZrk：ti
　出て，

gLtrukuniN
　　5・6年

　　　　　　　　　　　（22）

？araN－rici　？are：
ではないといPて，　あれは

hi¢lhicja：tu　？aN－ga　“1．±：nu　muLno：
　　してから，　　　　あれが　　　　出る　　　　もの

kutuwa℃ihici　hicihicja：tu　na：
　　ことわって，　　　そしたら　　　　もう

nama－nu
　　今の

nuru？uma－ja
　　　ノロは
　　　　　　　’

hicide：熾e－1ユU　　Rurlユ欄∂a　　孤ata
　　　7代8の　　　　ノロは　　また

‘？agari－nu　kaguro：一saN一一ga　¢jo：Zj9－nu
　　アガリの　　　　嘉五郎さんの　　　　長女が

9iz±taN－ba：
　畠たわけ。

nama
今

9θ醜コa■　9ari－ga　nuru　naz■
　　現在　　　　あれが　　　　ノロになって

nuru－3a
　ノロは

（？ucima
　　一間

　　ロCコー・謄S：Lga

きているが，
juNdaimi－nu
　　4代目の

　　　　　　（25）

？anu）　nuruNci’ja：sil〈i－lle：　ja：
あの　　　　　　ヌルンチ屋敷に　　　　家を

1．hUCユ．

建てて

meNsjQ：te：・一　siga
　　　いらしたが，

？unu
その

コa：一Ja
　家は

（tat．・） hukitategoja
　　二建て小屋，

？anaja：
豊建小，屋を

cjUk：uti　meNsje：七e－siga　血waci幻U：8i：一nu．　tusi：
つくって　　　　いらしたが，　　　　　　　　84の　　　　　年齢に

nati　ci：　hicihicja：tu
なって　　きて，　　　そして

？unu　9ana　ja：一一nu
その　　　葺建て小屋が

sira？ai．一nu
　　臼ありが

ka：七i　　　na：

食って　　もう
te：hu：
台風が

hul〈iba　wu：turaN－gutu　nati　ci：
吹けば　　　居れないように　　　なって　　きて

hicja：tu　hudu：
しまったから　　そこで

saNnaN－jikiga
　　三男の男，

jikigaNgwa
　　男の子を

SO：℃i　　c工：
つれて　　きて，

？okami　一・　nu　me　：　一ne　：

　　御神の　　　　前に
na：
もう〔ノロのつとめを〕

？u±tuma　si・misori一
おいとま　　させて下さい

rici　　？ubUSi：　　？ししsagi七i
といって，おさかずきを　　　ささげて，

9a－N　si

そこで

？un域｛」乱：

その家を
？uN　basu－ne：
その　　　場で

斎11篇



　　　　　（Z4＞

？up－u　　　　　］コL＝L：一ne＝　　憩uru

その　　　　日に　　　全部

k　o　N　e　j　e　LN一　’o　a　：

　　こわしたわけ。
盆○翼ci　Sizimiti
こわして　　かたずけて ，

鵡
て

。
き

lnまcja：t；u．　　？u．よユu．

そしたら　　　その

　　　　　jUrU．9“aa
　夜は

？unU　　sa玄馬a，N－nu　　狐e：
その　　　　三男の　　　ところ，

　　　　　　3a：一2玉：L　　ru；一　Ml　　蒲ata犯a：ga

〔その〕　家に行って　　琶分の　　　　曾孫，

　　　　　（25）

？anu　hcNke－nu
あの　　　本家の

ma七a辺a：ga
　曾孫，

9a：

7一

　　リ　　　　　　　　　　ロ
II｝一　e．nac■

前にして

juh　ui　一ml　so　ci　hlci　”n　3．　eb　d．　：　tu　？unu一　ma　ma

おやすみなさって，　　そうした、　　　　そのまま

cja：ma：si　？okami－ne：
おなくなりになつ九　　御神に

9ujublg’kwanu　juru：　ma；si－misoci
　　お許しをえた　　　夜。　　おなくなりなさって

hici
そして

na：？aqcja：一ja　saNgwaci－nu　zju：guruku－niei－guru
　　その翌呂は　　　　　5月の　　　　　　15・6日頃

jaraN－g；aja：　hi：一ja：
でなかったかしら，　　臼は

？ubユra餐一siga
　．覚えていないが

tasil　ani
　たし．かに

［

・
工Ca

W
月
9
5

aS

tura－rusi　ja－sig”a
　　寅年　　　　　であるが，

？a：

アー
　　’

talso：一sa］gneN一一gaJa　tura－rusi－jtt・
　　　　大正5年かしらtt　　　　平年は，

ma：si－m2soci　？aNsi
おなくなりなさって　　ああ

hlcihieje：一siga　huNto：　？okarni－N
　なってしまったが，　　　本当　　　　御神も

me　N　b”　je：s　a一　ja：一　r±　？　u　mu　tl

いらっしゃるのだねと　　　　悉って
siNzirariN－jo：
　　信じられるよ。

na：　niNglN－nu
もう，　人間が

？ol〈am．±一nu　me：一n’e：

　　御神の　　　前に，
na：
もう

nuru　　？ui七U，辺a　　s■1瀦■司MlSOr■一・　r］．Cエ

ノロを　　おいとま　　させて下さいといって

ci：　ja：
きて，家を

sizimiti　cl：
かたずけて　　きて

hicja：tu．　　？unu司ma憩a　　　瓢a：C∂a聾一r■
　そしたら　　　　そのまま　　　おな：くなりになったと

？i：一一ne：ja　nakanaka　huNto：
言うならば，　　なかなか　　　本当

9ukami一］N　　エneNsje：sa－ja：一rici
　御神も　　　いらっしゃるのだねといって

？umu七i
思、って

siNzirart：一siga　？aNtvL　sima：」’a
　　　信じられるが。　　　だから　　　　島は

mukas1－hara
　　昔から

sithr7graka：sanu　hwanari
　　霊力豊かで，　　　　離れ

jakut；U　　hu，nu－gutu　　hici　　？uka血一nu
だから　　　このように　　して　　　御神の

一一 ＝@2一



（26）

？eNgani：一N
　エンガec　一も

？ugamtari一一s±　？uri－N　hicja－siga
　拝まれるのは，　　それも　　　　したが〔エンガニーも拝んだが〕，

？uri一一N　nama　？ugam－raN　natl　？ure：
　それも　　今は　　　拝まれなく　　なって，　それは

nuru－nu－ru　？uq’turu
ノロがぞ　　　　　打つのだ

一ricinu　hwanasl：一一N　？ati　ci：
　　という　　　　話も　　　　　あって　　きて

hicja：一siga
　　　いたが
　　　　　　　　’

ctu：na：一N
　自分達も

？eNgani：　？ugamuN－ri　？agci　hXci
エソガ＝：一を　　　　拝むと　　　　歩いて　　　して〔霞分達もエンガ＝一を拝¢うと歩いて

みたが〕，

（27）

pe：kiNja：一一ne：ti

（28）

？aNmari
　あんまり

ペーキンヤーで

　　　　（29）

na：　？acira
もう　　　あちら〔神様〕

　　　　　　　　　　　　　　

s■。一強e●コa
するならば　〔拝まれないときは〕

？eNganl：　？ugatri
エンガニーを　　拝もうと

？ugamaraN一一ruN
拝まれないそ

（？uhu　　？unしし）

sl：一ne：，la
　すると，

（se）

？uまユu．ju．mi

　　ウフエミ

g．　1nu　：　gu　一一

　　シヌ

nu－ba：
一グの時，

（51）

？uci　gusi　：　’k　u一　Ngati

　　　　ウチグシークへ
naNc±：
一人置

nubui－mj．sje：taN－jo：
　　　登りなさったよ。

jama－N　mi：一ei　‘？・ama：一zi　？umuigaci
　山の　　　中へ。　　あそこで　　　思い掛け

s±：一inisjeN－ba：
　　しなさるわけ。

na　：

もう

？unu　？umuigaci一一ja　taclga　si：misje：tara　hici　？ari－ga
その　　　　思い掛けは　　　　どう　　　　　しなさったのか，そして　　　あれが

nユeNSO：Ci　　me：一1ユU，　　1）e：1ζiNja－Ci　　エneNSO：Ci
　いらして，　　前の　　　　ペーキンヤーに　　いら．しで，

t｛

狽潤F

ttとう
jaga：ti
　やがて

？unu　kane：
その　　鐘は

？ugamarl：tu　muru　sizikani　hicju：ri一
　　拝まれるから　　全部　　　静かに　　　しておれ

jo　：　一一　ja　：”　一r1

　よね”と
？t：ba　？±cju：ti
飢えば，　　言って

si：misje；ta－sigit
　　　おられたfl’）
　　　　　　　　　　’

？a　Nci
ああ

si：ba　sugu　？ugamaritaN・一jo：
すれば　　すぐ　　　　拝まれたよ。

？aNsutu　？uri－ja　inata
　だから，　それ〔鐘〕は　また

nuru一一nu一一ru　？uqturu－rici：nu　hwanasi：
　ノロがぞ　　　　打つのだという　　　話も

？aita－siga
　あったが，

（52）

hure：
　これは
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huNto：
本当

nuruenu一一ga　9uqtutara　mata
　　／mが　　　打ったのか，　また

？ukami一・ga－ga　？uqti一
　　　御神が　　　　　打ち

　　misje：tara
．　なさったのか，

　　　　　　の　　　　　コ
na　　Hユa。”∂a
もう　　ここは

tasikamiraraN－ba：
　　たしかめられないわ｛t　｝

du：na：一nu　ra：
自分達が。　　ね・｝

？ure：
それは

na：
もう

ru：na：一nu
　自分たちが

9unu　“tatu－hara一一ja
その　　　　後からは

？uNeju：一mari；
　　　その人まで

？ugarariba－ru　wakairu　su：一siga
　　拝んでおればぞ　　わかるのだが。　ですが，

　　　　（55）

na：　zjeqtal
もう　　絶対に

？aNcinu
あんな

（ろ4）

muno：
　ものは

？ugamaraN　haneja
拝まれない。　　　はれ！

，9ugamaqti
　拝まれて，

？uNcj　ut：一ga

　その人が

ma：　cS　hicjatu一・　hara
おなくなりになって　　したから

？ugamanaN－siga　haNcinu
　　拝まれないが。　　　このような

ri七〇：一ja

　離島は
subit1
すべて

？aNcinu　？a：
あのような　アー

siZiraka：sanu　？urYjasiga
　　霊力：豊かで　　　　なんですが，

sima：一nu　nuro：
　　島の．　　ノロは

nama・　mari：
今　　　まで

C－iO：ro
　り

丁度
hicidai　nati
　7代　　　なって

hicl－siga　？ukamiNeju　nUru　kimatasi－ja
　いるが　　　　御神人，　　　ノロの　　決ったのは

zju：saNdal－nu
　　　　a5代の

so：keiwo：一zidai　gusicjaN一？e：kata一・nu　zida2－ne．：
　　　　爾敬王時代．，

kiinati：ra－ri　？uiuuiN
　決っただろうと　　思う

　具志頭親：方の　　　　時代に
（55）

wane：
私は。

？unumaNguru－ja：
　　　　その頃は

（　？±kuC　O ？ikuci－nu　muNe　ju：一nu
　　いくつの　　　門中が

s　±：　ku一一ne：

瀬底に：

？ata：一ga－ri
　　　あったかと

？i：帰ne：ja　　m疑七U丑1a－nu　　mu，Ncju：韻n疑　　？ai蟹槻jO：
　百うと，’　　6ケ所の　　　　門’中が　　　　あるよ。

？uhuzjukumuNcju：
　　　ウフジエク門中，

？uri－hara　nakaramuiJcju：　nakahummuNeju：
それから　　　　仲田駐屯　　　　仲程門中，

？uri－hara
　それから

hicjaNhwatamuNcju：
　　ヒチヤンプアタ門中
　　　　　　　　　　　　　　’

？uri　一hara
　それから

？agari－nu
　アガリの

　　　　　　　　　．
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U
　
，

．
「
JC

中

頭
『
・U

F

m 9ukubarumuNc　ju：
　　　奥原門中，

9unu　　mut㎜a－nu．　a：　　皿uNcju：一nしし
その　　　　6ケ所の　　アー’　門中が

meNsje：te：N－gutu　’？aiN　subiti
　　いらしたようで　　　　ある。　　すべて

∂■nagugam■韓∂a　　？しmしし

　　女の神は　　　　その

mutuma－nu　kwa：ma：ga一一hara　nama　wa：一一ga　munu　C？umu　ti－
　　6ケ所の　　　　子孫から　　　　　今　　　私が　　　もの　　思って

〔物心ついて〕
hara （wa：　一ga　na　：．　一　」L　a）　mu　ru　c±　ziN一　ba：　su：tu

　　　（私がもうね）　　　全部　　続いているわけ。　ですから，

？u　kaml　一？　a．rasui　一N　muka：si　一li　ara　？a　ti

　　御神争いも　　　　　　　昔から　　　　あって
hicje：一siga　muru
　　しているが，　　全都

？uri　h±ct
なに　　　して，

？a：

アー
　　　’

jate：一siga　？ufiu　nuru　？ukarniNcju・一一ja
　であったが，　その　　ノm　　　　御神人は

subite　？unu　kwa：ma：ga－hara　muru　？izi：ti
すべて　　その　　　子孫から　　　　全部　　　出て

ci：
きて

hici
して

　　　’

nuru一一ja　？agari－N　kwa：ma：ga　nigaini－ja　？uhvtzjuku－nu
　ノロは　　　アガリの　　子孫，　　　　根神は　　　ウフジユクの

kwa：ma：ga　？uciga血一一　ja　a　nakahurumuNc　ju：
　　子孫，　　　　おきて神は　　ア　　　　仲程門中，

？uri－hara
　　それから

？unu　tacigaml－Tiei
その　　　タチ神といって，

　　の　　　　　　　　　

皿a・一mga
　　罵など

？uhujumi－sinugu－ne：
　　　ウフユミシヌグに

nuis±一ja　9a：　nakax’amuNcju：
　乗るのは　　　アー　　　　仲田門中，

？ukubarumuNeju：
　　　　奥原門中，

？agari　一一nu一

　アガリの

muNcju：一hara　muru　？izi：ti　？aNci　hicjakuN一一gutu　？aSN－
　tt門中から　　　全部　　 出て，　あんなに　　　しているようで　ある

ri　　？aNsしビじu　　hure：
とさ。　ですから　　これは

slma．一ja　mukasi・一hara　？ul〈amigun±一riei．
　島は　　　　　昔から　　　　　御神国といって，

mukasi一一nu　？uta－ne：一一N　？uslre：kubusi－ne：
　昔の　　　　　歌にも　　　　　潟太鼓節に

？aiN一一jo：

あるよ。

tt

棟艪唐浮汲普D椰tiru
ttpSl底iという

sima一一ja　daNsu　tujumariru　sirukuci－ja
　島は　　　なるほど　富み栄えた島だ。　　　　周囲は
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9ut＆ki
御嶽，

naka一，ja　？eguni”　sirukuci一一ja
　中は　　　壼かな国だ，7　　シルクチは

su’Fi一一sai　hacje：ra一・
周囲で　　書いてあるだろう

ri　？umuiN　su：±一ja　？utaki　sirukuci－rici　？aNcinuL
と　　　　思う。　　　周囲は　　　　御嶽，　　シルクチといって。　　　　あんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（56）

kutu：一nu　？aiVu　？aNtu　9uLig：．ami．ff－uto’：　？ua．karl　hicl一一ja
　　　　　　　　　　　　　　，　だから，　御神ごとは　　　　　軽々しく　　しては　ことが　　　　あるから

naraN－sa：一ri
　ならないなあと

？umuti　N一一ba：　n　a．：

　思っているわけ。　もう

？vua　s　a：

それだけ。
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2．初代Zロについての逸話

解説：初代ノロについて伝説風に語られてきているものを述べている。

mja：tuja？ugwaN－ne：　meNsje：ru
　　ミヤートウヤウガンに　　　　いらっしゃる〔葬っている〕

　　　　　　　（G）

nuru一一ja．　？uNcjo：
ノmは，　その人は

bjo：ki　hici　ma：si一・miso：cjanu　itqunu：
　病気　　　して　　　おなくなりなさハた　　　もの

？ara：nu　siwa：sj＋
ではなく　　　師走

kju：一一nu　siwa：si一一nu　（kirama　me：一nu－ba：）　siwasl－nu
旧歴の　　　　．師走の　　　　　（慶良問の雨の頃〉　　　師走の

miq　ka－nu
　5Hの

　　　　（2）

hi：　　七〇：ru皿aiba工na－Ngati

日，　　　トルマイ浜へ
hara；zi　？arai－ga
　　髪　　　　　洗いに

meNso：ci　hana：zi　？une：na：zi－ja　？umi－zi　hara：zi
いらして，　　　必ず　　　　　その頃は　　　　　　海で　　　　　髪を

？arai－mlsje：te：Cu　hicihi¢ja：tu　k’a．gusimabuni一一nu
　　洗いなさったから，　　　そしたら，　　　，鹿児島船が

　　　　（4）

ne：　ha：tuti　‘？unu
に　　停泊していて，その

（5）

ta　naha一
　　海きよう

htmi－nu　1〈akuNe　ja：一ga　tiNma一一hara
　船の　　　　船員たちが　　　てんま船から

？uriti　ci：
おりて　　きて，

？uNcju：　go：kaN　saN一一rlhicjeN－jo：　ka；gl一一N
その人を　　　強姦　　　　しょうとしているよ。　　美しくも

？ateN－te：　hicihic，ja：tu　？uNcju：
あったはず。　　　そしたら，　　　　その人は

sugu　Oagizja．bijo：　hici
すぐ　　　大変だよ一　　　して

？ui－gati　　nUbu七i一皿eNSO：ci　　maneti　　く監？i（1七a：
　上へ　　　　　　登りなさって，　　　　ここで　　　qお前たちの

（6）

zjaNpa
　残波

　　　　　　（5）

huni－ja－hja：
　　船はね，

？ika：ba　warire：・一hja：”一ri　？ici　ti：　？usasl一一
行かば　　　われてしまえ”と　　書って　季を　　合わせ

miso：ci　hicja：tu　？iunu　huni－ja
なさって，　そしたら　　　その　　　船は

XeNki一・nu　no：ti　？lzi
天気が　　　なおって　行ウた

hicja，：一tu　zjaNpa－zi　he：waritaN－ri　？ju：nu　hwanasi：
　　ところ，　　　残波で　　　　われてしまったと　　言う　　　　話を

一一
@1　7　一・一



kici　hicihicja：tu　9uNta：一ga　ki：一ne：ja　na：　mata
聞いて，　そ’したら，　　　　　その者旋ちが　　　きたならば，　もう　　　また

？uNta：一ne：　kurusariN－ri　？ja：ni　？uNcjo：　ma：zi　hakuri・一
その老たちに　　　　殺されると　　　言って，　その人は　　　ここに　　隠れ

misoci　na：　simazju：一N　cju：　‘？izi：ti　sagaci－N　wura：nu
なさって，　もう　　　島中の　　　人が　　　出て　　　さがしても　　居らず，

（7）

　？ato：　　？u，nu　　 hしし二i　　pi：　　slkニゴ．：ti　　 mo：ci　　hicja：tU　　I且a：一ja
後は @そのあたり粋　つけて　もやして・そしft・．Sここは

ma：Vi　9unu　jama，：　？uqsa：一ja　ma：’ti　hieihicja：tu　rfta：zi
やけ残って，その　　　　山　　　それだけは　　やけ残って，　　そしたら　　　　ここへ

？izja：tu　ma：ne：　na：　masimiso：ci　meNso：ci　cja：ma：
行ったら　　　ここに　　もう　　おなくなりなさって　　いらして，　　そのまま

ma：一m・e：　ko：muti　hiejeN－ri　？ju：nu　hwanasi：
　ここに　　　　i葬って　　　やったと　　　　言う　　　　話。
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ll　上間真好氏の自然会話

録音日時　1969年8月22臼

録音場断瀬底公艮館

手しなは

名氏

日月年生

業職

歴住居

きき手

上　間　真　好

大正8年i2月28日生

瀬底農協組合長，本t’・［〈町町会議員・同劇議長

0～24才在郷，25ん26才兵役（福岡），

26～現在，在郷

内　　間　　直　　仁
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1 島 の 概 況

解　説：瀬底島の成b立ちからはじめて，過去から現在へかけての島の生活

状況，児童生徒の教育状況等について述べている。

si：ku．zima－nu　kunibiraki－ja　mukasi一・nu
　　　瀬底島の　　　　　国開きは　　　　　昔　の

　　　　　　　（1）

tusi　Ni　cja　一kara一　nu
　　　　年・寄りたちからの

　　　　　　　見避anas］一・

　　話
kici　miruN一一sa：bire：
聞いて　　　みますと，

te：ge：
大概

joNhjakaxhacizju：一
　　　　　48　0

nisN－baka．：　natiN　hanasi；一je：biN　？aNsa：1　hwazimi－ja
　年ばかり　　なつでハる　　　話です。　　　　　そこで，　　はじめは

naklzlN－kara　nanakine：一一nu　ja：niNzju－nu
　　今帰仁から　　　　　7家族の　　　　　家族が

　　　　（2）

si：1〈u－kai
　　瀬底へ

皿eNsO：ci
いらして，

sima－nu　？iclbaN　tal〈asje：nu　？ucigusikujama一
　島の　　　　一番　　　　　高い　　　　　　ウチグシク山

runu　？anu　hllx・1一一ne：　．一ja：s±．　ki　rnutum±ti
という　　あの　　　あたりに　　　　屋i敷を　　　　求めて

si　：kuz　．t　ma－ja

　　　　瀬底は

（5）

h　azimi　ti
はじめて

／〈unibiraki
　固開き

nanakine：一一sa：i
　　　　7家族で

sicjeN－gutu
してあるようで

？a±biN　？aNsa：i
あります。　そこで，

joNhjaku，hacizju：一一漁e蟹一ka瓦讐ni　　ziNko：幅N
　　　　　　　480年間に　　　　　　　人口も

nivejeNs4Nbjaku－ni｝1　limne：一N　sanbjakuniziqko　nama－ja
　　　　　25GO人，　　　家族も　　　　520戸，　　　今は

mutubu．cjo：一ne：tlN　？ici’baN　smagisje：nu　？azja－Ngati
　　　　　本部町でも　　　　一番　　　　大きい　　　　　字へ

nato：ioiN
なっています。

　コ　　　　の

　Je
工一
　　，

sima一一nu　？ara．masi　？uhwanasi：一sa；bire：
　　島の　　　　あらまし　　　　　　お話しますと，

sl．ma－nu　mawarl－ja　nirihwaN一　nagasa－nu
　島の　　　まわりは　　　　2里半，　　長さが

so：cibusu：一ja
　　　総坪数は

（4）

2je聾bu悩sa：1
　　全部で，

」鍛uru－sa：ユ

　全部で

？iciri
　i里
　　　　’

，

翌

？aNsa：i
そこで，
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　　　　　　　　　　　　　　（5）

1〈ju：zju：maNcibu－rinu一一gutu
　　　　　　90万坪というように

tu　nama一一nu　kurasi－nu
と　　　今の　　　　　生活の

na’to：i’biN　mukasi一一ntt　kurasi一・
なっておりま丸　　　昔の　　　　生活

（6）

〔比較を〕
sab±：ne：
しますと，

si：kuzima－ja
　　瀬底島は

huNCo：
　本当

wa｝r．±miZi－N　ne：raN
　　湧き水も　　　ない

ta魚i一〕臓e：

　ために
　　　　　　’

me：niN－me：niN－nu
　　　　毎年毎年の

kura　：　sl　一一ri

　　生活と
？ju：・sivja　？umu：一tv．
言うのは　　　　いもと

　　　ロ　　　mu　9エ・

砂糖キビを
suk：Q：七i
　作って

ll・urasigata－ja　（su：　？e：）　so：bi：一siga
　　生活等は

？atai一一ja
　あたりは

　　　一t　（し，工噸）　　　しておりましたがジ

si：一rユθ：tija　　 mizi－1ユ1ユ　　1ユe：rarユu，

　するならば，　　　　　7」くが　　　　　 なく　，

hajo：ti　na：
　通って　　もう

皿i乞i－N　　 k：uri

水も　　汲んで

〈8）

sje：kacju
　　　生活

？e：　pjai一一ne：
エ・・一一 C　ひでりに

（ア）

hwamasaklga：
　　　浜崎川

su：nu　？atai一一
する　　　ぐらい

je：bi：taN　？aNsa：i　wakut　ne：nu
でありました。　　そこで，　湧き水の　ない

（9）

kunu
　この

mlzユーJa
　水は

cjanu士エしし：2；i

　どのように

hici　mibrvi
して　　水を，

tute：ta－gaja：・一rici　hanaet’
取っていたかしらといって　　　話

sabi：ne：tija
　しますならば，

sima：一一nu　？icibaN　9ui－nu　ha：jama：一Nrl
　　鵬の　　　一番．　　上の　　　池の山と
（ig）

ke：ga：
飲み水をためる池を

（12）

huto：bi：一siga
雛』でおりまづが，

　　　　　（li）

huti　saNkasjo－baka：
掘って，　　　5ケ所ぐらい

？uri　nagar±mizi
そこに　　　流れ水を

？juN　tukuma；一ns’：
言う　　　ところに

ke：ga：
飲み水をためる池を

？aci鵬i七i
．集めて，

kunu　mizi
この　　水を

nuri　na：
飲んで　　もう

sje：kaeju・一N
　　　生込も

so：bi；ta．一siga　mata
　してお｛｝ましたが，　　また

kuma　一一ne　：

　　ここに

？iwari一一nu　？aibiN－sai
　いわれが　　　ありますよ。

？unu　ha：jama－ri
その　　　池の山と

？ju：nu　tukuma：一
言う　　　ところ

ja　　ユζu魚a一一nθ：”Ja　』kamisa孤a

は　　　ここには　　　　　神様

　　　コ　　　　　　　　　　ロmaCJum
　　祭り

9agiti　kunu
あげて，　この

n21　’一



k：amisama－nu　　エnθNsje：tu　　si：ku・一nu　　muraNc　ju．：一ja　　kunu
　　神様が　　　いらっしゃるから　　瀬底の　　　村の人は　　　　この

　　　　　　　　　り

miZ■
水を

nuLri一一N　nu：一N　bjo；ki一一｝　sa）　sje：ka，eju－ne：
飲んでも　　なにも　　病気も　　しない，　　　生活に

　　　　　（G5）

rユCi　　SO：
といって，　そう

。？　jU：

言う
siNko：一nu　kaml
信仰の　　　　神

？agarai：nu
　　崇める

ZコO：七〇：”rc：一
　　　上等だ

1ζukuru鱒sa：i
　　　へ　　　心で，

kunU　　エnエZl　　nur：L．　sje：kacju－N　　hici
この　　水を　　飲んで　　　生活も　　　　して

je：

工fi C

st：kuzima－ja
　　瀬底島は

　　　　　　　　　　　　（15）

9uho：sje：hara－ru
　　　多いのかと

，je：biraN
ではなく
　　　　　　’

　　　（44）

？umi－nu
　海に

je：

工一 C

hakumaqti
かこまれて

　　　　　　　　’

．a　o：　bi：　t　a｝

しておりました。

？uiniNc　ju：　一ga

　　　海人が
　　　　　　　　　　　　唱

？umui－jabi：ra－hwaz±一je：bi：一siga　？aN一一
　　　　　　思うでしようはずですが，　　　　　そう

（16）

　ha．rしし一jaレ　　na：

　　畑は　　　もう
joNZju：獄a翼cibu一聾　　hwa蜜U：
　　　　4．0万坪も　　　　　畑

？ai一
あり

sab±：kutu　mukasi－kara
ますから，　　　　　昔から

？umlNcju：一rici一一ja
　　　海人といっては

meNso：ranu
いらっしやらないで
　　　　　　　　　　　　，1

muru　hjakuso：一・ru
全部　　　　百姓ぞ

（so：biti：　je；〉
（しておりましてエー）

so：bi：ru　？aNsa：i
しております。　そこで，

sukoimuN　・一　，」　a　na　：

　　作物は　　　　もう
mukas±一ja　na：
　　　昔は　　　もう

？　urgu　：

いも
　　　’

na：
もう

nakagur．u一
　　中頃

kara
から

ci：
きて

wugi：一N　suko：ti
砂糖キビも　　作って，

sa：ta：
砂糖を

su｝ote：bi：一siga
　作っておりますが，

？umu：jataNte：kaNja　na：
　　　　いもであっても　　　　もう

mukasi－nu　？umu：
　　昔の　　　　いも

？uisi一一ja　so：ru
植えるのは　丁慶，

su：ma，Nbo：su：一nu　siNgwaei－ne：
　　小満芒種の　　　　　　　　　4月に

？umu：

いも
「》u二Lriba　　na：

植えると，　もう

？lq．1　aneN－kaN
　　　tグ年問

？umu：

いも
？u．iranu　　 ？aN　　h±c工　　mθ：niN　　エne：ni］宜

　植えず，　ああ　　して　　毎年　　　毎年

gasi　hici　na：　ke：munu：一N　ne：N　mizi－N　ne：Nne：　na：
飢民におそわれ，もう，　　食べ物も　　　なく，　　水も　　　なければ，　もう
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ke：munu：一一N　ne：N　9unu　kurasikata－ja
　食べ物も　　なく，　その　　　生活は

so：biN　？ure：一ja
しており家す。　　それは

mukasi－kara　maNkui
　　昔から　　　　　どこも

？aN－ja七ara　　　　？しLMULi
ああだったであろうと　　思、い

sabi：　一一siga

　　ますが，

sl：kuzlma一一ja　na：
　　瀬底臨は　　　もう

？unu：
その

？umu：一tvt　mlzi　ne；N
　いもと　　　水が　　ない

JUmi
ゆえに

k　umi；　一N

　米も
。　，1　uku　i　s　a　nu　n　a：

　つくり　　きfiuS：，　もう
？ui／nu　baka：一zt　na：　sjeilracju
いも　　ばかりで　もう　　生活

hicjo：bi：一siga　je：
　しておりますが，　　エー，

zjeNzjeN　sl：ku－ne：一一ja　sima一・no：一ja
　　全然　　　　　　瀬底には，　　　　　島には

ta：一ja　ne：一jabiraN－siga　hamasaki　？unu
　田は　　　　　ない．のですが，　　　　浜崎，　　その

（tフ）

　9aNciro：
アンチ道を

wata：ti
渡っで，

（i8）

　ti　bu：n±一sa：i
　　　手舟で

（19）

mal　nata　：bukut一・　1〈ure：一Ngati
　　　　　　　階名田んぼあたりへ

wa宅a：ti
　渡って，

　コ　　　　　　　リ

sユ，ma●開nu
　　島の

（’？aNci）

（アンチ）

　ロ　　　　　

je．
工一

　　ta：
，　田，

？e：klNcjuta：
　　資産家たちは

七a：

田を

lnuqcl　meNso：’cl
所有して　いらして，

kumi：
米・を

？ikubuNka
　いくらか

sul〈o：ti
　作って
　　　　　　’

ロ　　　　　

∂e．

工一　　　，

so：bi：te：一siga　na：
やっておりましたが，　　もう

mukasi一一nu　kurasigata－ri
　　昔の　　　　　　生活と

？i：

言い

ne：七13a
ますと，

9umu：一ru　ru：na：一nu　hwaNme：
　いもぞ　　　自分達の　　食物，

nlNzju－nu　hwaNme：
　年中の　　　食べ物，

na：　kumi－ja　na：
もう，　米は　　　もう

hieibi－nu－ba：一ri
　　　祭りの時と

？aNmasaru－ba：　1nata
　　気分の悪い時，また，

？ju’nu－gutu－ru
　　　言うように

Qarija，　na
あるいは　　もう

　　　　（20）

na：　karute：nu－hu：zi一一
もう，　　食べセいたようで

je：biN　nama－jatiN
あります。　　今でも

ta：一ja
　田は

sa：biraN一一siga
　　しませんが，

∂aqp乱s工
やうばり

hwaru－baka：
畑ばかり

nato：biYt　一sa　i
なつでいます。
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　　　　　の

」θ。

工一障
　　　，

si：1〈ししz孟氾α一」α

　　　漂底鳥は

：iユa

ほ　　い
くδつ

inuttasi一一：rfara　wal〈u－ja　ne：raN　na：
　　昔から　　　　　　湧き水は　　　　なく，　　もつ

t　iN　s”　i　：m　i：　z　1

　天水

@　　　　　　　ゆ　　の　　バダ　ノ
GaLI〕〔1：し◎　し．L

　ためて

　り　　　　ゆ

Je・
工一　　，

’nv．ro：bj：ta－siga　？izja：nu　？N：
　　　飲んでいたが，　　　去った　　　ンー，

sjel￥Tkju：hjai．r．u’r・　eltuzju：sablne一一nu　na：　ha．Nl．sta－niN・一ju：　pja：tt

　　　　　　　　　1965隼の　　　　　　　もう　　　半ケ年世も　　乾上って

sabi：℃aku．℃U．　cj坑：一籍U．　　k蔑ユエ1i－ne＝

しましたところ，　　入の　　　国に
芝ヨエZ■一】窪U．　　ne：N通uN－rici

　　：水が　　　ないのにといって

？aina：一ricl
あるかといって，

n践：

もう
‘？azja．miN・一一ja　muru　ri：　tici－ja　na：
　　　字民は　　　全部，　よし！　ひとつは　もう

bo：riNgu－jatiN
　　　ボーリングでも

si　ml：　ti

　させて，
sje：hu－nu　katagata－N　bo：riNgu一一
　　政府の　　　　方々に　　　　ボーリング

re：N
でも

slml：t1
させて

　　　　’

8■ga崩rユC■
が，といって

’alZ1
水を

mutumiN
求める〔ように〕

（21）

hanasi：一nu　na：
　　　話が　　　　もう

saNne：tija
　しなければ

naraN一
いけない

murakwai－ne：tiN　？atl
　　　　村会でも　　　　　あって

sabi：takutu　9aNsa：i
しましたところ，　　そこで

cjo：cjo：saN（一je：）一ne：
　　　　町’長さん（エー）に

？unige：
お願い

hici
して
　　　’

na：
もう

　　　コsabitakutu
しましたところ，

rokuzju：saNneN－nu　hwacigwaci－guru　bo：riNgu
　　　　　65隼の　　　　　　　　8月頃　　　　　　ボーリング

na：
ユ　　リ
モ）つ，

（22）

　9iJtmuigakina1
　思いがけなく

na：
もう

mizi一一nu　？injabiti
　水が　　　　出まして，

hukasa一一ja　te：ge：
　深さは　　　　大概

hjakunanaziq，sjaku－ri
　　　　　　a70尺と

？junu　tukuma：
言う　　　　ところ

huti
掘って

h：tcjak二ULtu
したところ

　　　　　　　’

皿：L乞工一nu　　？izi七i　　ci：　　na磁a－Ja

　水が　　　出て　　きて，　　今は
sulrO：
水道も

鋭
に

」
々

O
■

a
家

．
O

？iqci　　 エniZi－ne：N　　 hu，dr　iju：

入って，　　水にも　　　　不自由
saN－gutu　riqpana
しないように　　立派な

SJθikacju　　hici　　孤u　ru　　na：
　　生活　　　　して，　全部　　もう

gakumuN－nu　cika：ra
　　学問の　　　　力，

c3u：nu
人の

一24一一



？N：

ンー

kik　ai　一一n　’u　haq　’；acju　si：　ba　？a　Ne　iN　i．〈　utu：　一N　naisa．　・一・

　機械が　　　　発達　　　　すれば，　　あんな　　　　ことも　　なるんだ

∂a：一rユ．c■　　？azjamiN－ja　　na：
ねといって，　　　三民は　　　もう

cju：一bl　sima－ne：N　m．aki’eaN一・
　人の　　　島にも　　　：負けない

gutu　ta：一gaN　cju：ne：　NvararaN－gutu　r±qpana　sje：kacju
ように，　誰がも　　　人に　　　笑われないように，　立派な　　　生活

nalsa．　一一　3a：　一rlc1

できるんだねといって，

　　　　　　　　　（25）

muru　na：　jutrutl〈uruN
全部　　もう　　　喜んでいる

・
よ

b
。

献
ず

j
で

勢m
次

鍼

？aNsa：i　mukasi－ja　？unu　si：kuthreima－nu　watasa：一一ri
そこで，　　昔は　　　その　　　瀬底島の　　　渡し舟と

？ju：si－ja　muXubu－nu　hamasaki－tu　na：
言うのは　　　本部の　　　　浜崎と　　　もう

si：ku・一nu
瀬底の

』？aNcibaエna－tu－sje：i　　wat；asa：

　　　アンチ浜とで　　　　渡し船を sa：biti　na：しまして〔航海して〕，　もう

mukas1－nu　huni一一ri　？i：ne：tlja
　　昔の　　　　　舟と　　　　言いますと，

taqtana：一一rici　na：
　タッタナーといって　　　もう，

maci－sJe：
　　松で

suko：te：ru　huni一一sje：
　作ってある　　　　舟で

。3u：

人が
nししri：わa　　na：

乗れば　　もう

zju：niN－na：
　　10禁ずつ

？atai－na：　nuti　？aNs2　？e：ku・一sa：
　ぐらいずつ　　乗って，　そして　　　　椴で

huzi
漕いで，

na：　？aNsi　hie　．tu　Xi　na：
もう　　あんなに　　しておって　　もう

cu：ta：
人たちは

wa七a：ti
渡って，

）ト
ーu

も

j
人

C
　
　
，

　
一

：
アa

（

（

（24）

　tokuni　na：
　特に　　もう

mlzl　ne：nu
水の　　ない

s　i　1〈uz　ima，　一一　nu

　　瀬底島の

？u：

ウー
　　’

zlral一
　時代

ne：ga－jaibi：ne：tija　hamasaki一一kara　mizi
なんかでありますと，　　　　　浜崎から　　　水を

tししi聾一ri　　？し1nしし

取るために，　その

wataSa：鱒疏e：　na：
　　渡し船に　　　もう

mlzi－N　na：　ha．ja：ci
　水も　　もう　　運んで，

sjθ：kacjしし脚N
　　生活も

liuras±kata－N　hicjo：bi：taN－siga　na：　？uri－N　tusi：ti
　　　生活も　　　　　　しておりましたが，　もう，　　それも　　年が

一一 Q5一



？iku：tu　siNre：一siNre：
立つと　　　次第次第に

hwaZimi－ja
　　はじめは

taqtana：．hara　k2kai
　　タツタナーから　　　機械を

sikl：nuL　huni－N　rlki：ti
つける　　　舟も　　　できて，

hikaku　si：ne：tlja
　比較　　　しますと，

（25）

saq七a
　去った

nama一一ja　na：
　今は　　　もう

N
一
も

一
れ

鷹
そ

？

mukasi－kara
　　　昔から

rukuzju；
　60　　　　’

rokuzju：saNneN－nu　hicicrty」waci－ne：
　　　　65年の　　　　　　　　　7月に

nama－nu　watasa：一一N
　今の　　　　渡船も

riki二ti　　na　　きζuru〕滋a一蟹
できて，　もう　　自動車も

kawara，N－gutut
　変りのないように

；sima－Nka±
　　島へ

　ロ　　　　　　　リ

C■r：
積んで

（26）

　Z主dQ：sja僻hara
　　　自動車から

wuti
居て

rxq　pa　na
立派な

tivNto：一　一N

　　本島も
si：・kus　ima一一N　nu：一N
　　瀬底農も　　　なにも

toraqku－kara　nuNkui　na：
　　トラックから　　　なんでも　もう

（27）

kono
　この

wa，rじasa：岬N
　　渡船も

rikito；N
できている、．

sire：一je：biNsai　je：
　　　次簗です。　　　　エー一　f

si：kusima一一nu　gaql〈o：一nu
　　　瀬底島の　　　　学校が

r±kihwa，zimaCaSi－ja　na：
　　　できはじめたのは　　　もう

kuNr疑心憩ari：
　今度まで

te：ge：
大概

hacizju：niN
　　a◎隼
　　　　　　　’

一N：　nato：bi：一siga
ンー C　な6ておりますが，

kunibiral〈i　hiejanu
　　国開き　　　　　した

ga儀kO：一nu　hwaz加a，レja　si：ku8i甑鰍nu
　学校の　　　はじまりは　　　瀬底島の

狛e：一・　nu

　前の

（28）　（29）
hucjamui－runu

　　フチヤムイという
Xukuma：一ne：
　ところに

（so）

　　リ　　　　ロ

　C∂O．ru
　丁度

（ろ1）

　kajabukija：一vea：i
　　　　茅葺屋で

sユ：tu一，］a　　na：

　生徒は　　もう
slgunlN　wute：一
　4．5人　　居た

gisjeN－hu：zi一一je：blN　？aNTsi　h＆zimiti－nu　ko：cjo：sjeNsjeN一一
　らしいようです。　　　　　そこで　　はじめての　　　　　　校長先生

sa　3ei：
は　　エー一，

si：kumath”x’y±一nu　OaNto：zi－ja　magiri－r±　？±ci
　瀬底問切りの，　　　　あの当時は　　　間切りと　　いって，

s±：’汲普|ja　natO：bisjeN－hu：zi－je：bi：te：一siga
瀬底は　　　　　　　　　な。ていたらしいようでしたが，

sl　：ku　一一ruN

瀬底という

一26一



　ロ　　　　リ

CJU。糊nu
　　入が

？u：　hwazi：mi’　iico：cjosjeNsjtDN　si：一misoriba・
ウー，　はじめ　　　　校長先生　　　　　しなされば，

gaqユKO：一図U　　8je聾SjeN一一葺U．N　　S■：一m■SOC■　　？a餌Ci　hazi丑1i℃i
　学校の　　　　　先生も　　　　　しなすって，　ああして，　はじめて

si：ku－ne；
　瀬底に

gaqko：一N　？izi：ti　na：　？izite：一gisjeN－hu：dr±一
　学校も　　　出て，　もう，　　　出たらしいよう

」　e　：　bi　：　一一　s　1　g　a　？　a　N　s　a　：　i　？　u　n　u　t　o　：　z　±　一　n　u　．g，　a　q　k　o　：　一　ri　u　e　」　e

　　ですが，　　　そこで　　その　　　当時の　　　　学校の，　　まあ，癒んと，

？ubldo：zjo：一N　ne：一jab±raNne：riba　Vara　kajabukija：一sje：
　運動場も　　　　　ありませんで，　　　ただ　　　　茅葺き屋で

jus1：ml
四隅に

？isibaja　tati：ti　mane：ti
　石柱　　　　立てて　　ここで

si：tu：ta：
　生徒達

a：

アー
　　　，

beNkjo　：
　勉強

simite：nu－hu：zi－je：biN
　　　　させていたようです。

？aNsa：i
　そ’こで
　　　　　　’

？uri－hara　na：
　それから．・　もう

siNre：一siNre：
　　次第次第に

jununaka：一一N　hirakiti　ci：　gaqko：一一ja
　　世の中も　　　　　醐けて　　　きて，　　学校は

mura：一一nu　si：kuzima－nu　he：bata（一nu）一ne：
　村の　　　　瀬底島の　　　　　南側（の）に

gaqko：
学校を

？ueju：ci
移して，

na：
もう

si：ku－nu　ziNzjo：so：gaqko：一一kara　hwaz．imate：N－gisjeN一一
　瀬底の　　　　　羅常小学校から　　　　　はじまったらしい

hu：zi一一je：bl：一一siga　9aNsa：i　gimukjo：？±ku－nu
　　　ようですが，　　　　そこで，．　　　義務教育の

　の　　　　　　　　　　　ロ

z工ra■in　11θ：t；■脚

　　時代で

je：bi：’t±N一　ko：to：kwa－ja　ne：nu　tuguei－Ngatl　ko：to：kwa一
ありましても　　高等科は　　　なく，　　渡久地へ　　　高等科

ja　？izi　socugjo：
は　行って，　　卒業

hiei　sima－ne：一ja　na：
して，　　　島には　　　もう

ziNzjo：sjo：gaqko：一一nu
　　　　尋常小学校の

je：bi：一siga
　　ですが，

？uNne：tiN
その時にでも

rokuneN・一mari：’一rut　？ate：一gisjeN－hu：nt
　　6奪までぞ　　　　　あったらしいよう

na：　hanarlZlma一一je：kutu
もう．　　　　離れ島だから

一27晶



　ロ　　の　　コし　　　　　　　　　う　　　　　　　　　コ　　　　　　　　サ　　　　　サ

sユ　・　しuし。　：oun■聞ユーユ，　cユ．

　生徒舟といって

・
　
O

犠
をG

脅

a
　
フ

七
し

聡
渡

SUkO：七i
　作って，

si：tu：一一ne：　na：　huzl
　　生徒に　　　もう　　溝いで

wa，むa：ti

渡って
　　　　　ヰロ　　るSしし●一9．じ　しU

するように

tug一；ucl　xr，uto：Zl
渡久地に　　居って

hicl　na：
して　　もう

　　　（52）

　　　　　　　　　ロ　　　　　　簸a　　　SOCU．9昌O馳

もう　　卒業

ko：to：1〈wa－nu　gaqko：一N
　　　高等科の　　　　学校も

su：　te　：N一一　g±　s　」　e．　ix’　一hu　：　zi一　3e　：bi　：一

　　　　　しておったらしいようです

sエga
　が
　　’

ll　a　：・

もう

e2　v．　nu

その
’to：’b．i－ja　na：　？a，rk　？ai－linisje：nu
　楽時は　　　もう〔お金の〕ある，　　ありなさる

？e：kiNcju－nu　wartaNcja：ra：一ru　na：
　　　資産家の　　　　　子供達ぞ　　　　もう

tugucigaq1〈o：一N
　渡久地学校も

hajo：ti
　趨って

be　N　’kj　o：　一N　n　ai　bi：　£　e：　一r　u

　　勉強も　　　できましたんで，
na：
もつ，

ku：saru：　ta　：　一一　ja　na：

　　　貧乏者達は　　　もう

so：gagko：一jatiN　joneltfsje：
　　　小学校でも　　　　四年生を

　　　　　ロ　　　　リ
socugこ〕Q・
　卒業

su：si－N　wuibi：
するのも　　　居り，

rv．kunGNsje：
　　6年生

socug30：
　　卒業

su：sl－N　wuteN－gUtu　？albi一一siga
するのも　　居たようで　　　ありますが，

k－ure：　na　？uc±na，：zju：
これは　　もう　　　　沖羅申

ms：N　OaNsinu　kutu：一ru－jata：ra一一
どこも　　あんな　　　　ととそだったろう

ri　？umui－sabi：一siga　？unuL　sju：sjeN－nu
と　　　思いますが，　　　その　　　終戦の

聾：

ンPt
　　’

tus1・一ne：　n’a
　年に　　　もう

gaqko：一N　muru
　学校も　　　全部

jakaqti
焼かれて

sab±takutu　na：
しまいましたから｝もう

？unu　sikiei－ja
その　　　敷地は

hu：sje：’kutu　？uri　”2itaN　sa．Np．e：　narttN－rici　nama
　小いから，　　　それを　　移転　　　しないと　いけないといって，　・身

辺e：一nU
前の

（5ろ）

s±：kubaru－ne：
　　　瀬底畑に：

gaql〈o：一nu
　学校の

sil〈ici　一一　ja

　　敷地は

Ngati　？ucju：ci
　へ　　　　移して

？aitanu　gagke：一一ja　nama（a：）一nu
　あった　　学校は　　　今，（アー），の

（54）

haNtabaru－rici
　　ハン王臣といって，

　　　（55）

na　sje：to一一N
もう　　生徒も

slma．envt　m　stgawa一一
　　島の　　　　北側

joNh．jak二U－mθi

　　40e名，

（ろ6）

rエqpana
　　立派な

一28一



（57）

tatemono－N
　建物も

r　i　k　i　：　t　i　n　a　b　e　N・　k　j　o　：　s．　i　：　g　a　t　ficL　一　ly’

でさて，　もう　　　　勉強等も

slre：一je：bi：一siga
　　　　次第ですが，

　　　　（き8）

je：　naruhuru：
エー C　なるほど

ga（美kO：一翼

　学校も

三3■C3Q：了ユU　　 lユ：

　しておる　　ウー

　　　　（J・9）

na：　　rihじ0：一一遥

もう　　離島の

kaNkei－re　ko：ko：
　関係で　　　　高校

（40）

kajo：ti一・N
　　通っても

？aqkasu：si一一jatiN　cja：　na：
　　　　出すのでも　　　いつも　もう

？aqkasari：biraN　cja：tumaikumi
通学させられませんし，　そ’のまま泊りこんで

ma：
ここを

sゴ，工芝ユ重：tut1－ru

　　させていてぞ

gaqko：一N　？izja：ei　waraNcjatta：
　学校も　　　　出して　　　子供達の

（41）

n6qsiN－ni　muru　hici
　　熱心に　　　全部　　して

kjo：？il〈ugata－ne：　na：
　　　教育等に　　　　　もう

皿θ】｝Tsje：一siga

　いらっしゃるが，
　
ヲ
a
ア

si　tuTre：一siNre：
　次第次第に

sjut：sjeNgo－ja　si：tu：
　　　終戦後は　　　　生徒

roqpj　aku一一　me　1　一一　baka　：

　　　　　60　0名ぐらし、
wulbi：ta一一siga
　おりましたが，

nama－ja　na：　muru　na　he：kata一一kure：
　今は　　もう　　全部　　もう　　南部あたり，

kozja　nahwa－gati
コザ　　　那覇へ

muru　hiqkoc±
：全部　　引越して，

si：tu：一一N　？ikjaraku　nati　ci：　na：
　生徒も　　　　少なく　　　なって　きて，　もう

te：ge：
大概

joNhjaku－me：一bakcgh：一ru　natiNra－ja：一ri　？umuto：bi－N
　　　　　400名ぐらいそ　　　　なっているだろうねと　思っております。

Je：
工P一
　　’

hwanasi：一．fia　raata　lfie：一Ngati
　　　話は　　　　　また　　　前へ

muri－jabi：一slga　na：
　　回りますが，　　　もう

si：1〈uzima・一ja　？umu一一tu　sa：ta：zi．koi－ru　？umu－je：bi：’tre：kutu
　　瀬底島は　　　　いもと　　　　砂糖作りぞ　　　　主でしたから，

hwazimi　sa：ta：zikoi
　はじ．め　　　砂糖作り，

ロ　　　　ロ

コe・

工一
　　，

sa：biVasi－ja　？usiguruma－rlc2
し窪したのは　　　　　　牛車といって

ロ　　　　の

∂θ・

工一
　　，

ki：guru：ma－jate－gisjeN一一hu：zi－je：biN
　　　　　木製の車であったらしいようです。

kururna：一N
　　　車も

hwazl：mi－ja　na：
　　はじめは　　　もう

？anu：
あの一

mac　1－n　．1　ga　：

　松などを
to：ci
倒して

’
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？uN－sa：i
それで

ku　ru：鯨a
　　車

6iko：’L’i　？aNsa：i　9usi－ne：　hika：ci
作って　　　そこで　　　牛に　　　引かして，

Pi．，．llvL　v；ugi：・一lki　siTu　su．bu：ti
そrの　　　轡〉夢甕キビの　　　テ計を　　　　し畢ぞって

　　　　　　　（42）

？aNsa：i　sa：ta：ja：一yiu　na：
　そこで，．　砂糖盤の　　　もう

sa：ta，：　e．：　hici一一sa：bite；一siga
砂糖を　　アー　　作っていましたカ㍉

r
辮
ぞ

a
方

．
「
」
｝

臓
謝

「
－
エ
．
，
－

？ja；bi：一siga
　いうのですが
　　　　　　　　　　’

？uri－ja　？　uc　1　rr　a　g　v．　m　．1　よ遼a七a　’じana二gu搬

　それは　　　　内聞組，　　　また，　　　タナー組，
1三a．kagu三：ni

　中組，

？isiWtム浦gumi
　イシウリ菰1
　　　　　　　　’

　
　
　
，

●
■e

「
j
エ

？；qcjahwa．gu．mi－rlci　ha．Ngi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんなイツチヤプア組といって，

sa：ta：ja：一
　砂糖屋

nu　kun］i－N　sikotO：ti　na：
の組も作っていてもう

？anu　wugi：一一N　sa：ta：一nu
あの　　砂糖キビも，　　砂糖の

sje：zjo：一’N　hieje：一gisjQN－hu：zi－je：bi：一一siga　1〈i；・guruma一
　製造も　　　　　　　したらしいようですが，　　　　　　　木製の車

1〈aya　hantguruma　na，ti　？usiguruma－kara　9umaguruma　nati
から　　　鉄製の車に　　なって，　隼に引かす車から　　馬に引かす車に　　なつ鴎

je：　sju：sjeNgo－ja　na：
cr　一 C　　　終戦後は　　　　もう

？umaguruma－N　na：
馬に引かす：車も　　もう

？uri　一ja

　それは

Z二Lra二L一簸しと　　？Ukuri－re：tu輔rici　　na：

　　時代の　　　遅れだか疹といって，　もう

ki！〈ai

機械，

サ　　　　　　

Je．
工一
　　　，

（43）

ki　bi　一一　nu

砂糖キビの
？aqく3aku：一糞

　　圧搾も

hacuro：ki－N　？iNtl
　発動機も　　　入れて

saNne：　naraN一一rici
しないと．　いt＋ないといって

sje：to：1〈o：zjo：
　製糖工場を

ta七iti
たてて

hlcjo：bi：Xa－siga
　　しておりましたが
　　　　　　　　　　　　　’

？uri一・N　na：
それも　　もう

rito：一nu　1〈waNkei一一tu
　離島の　　　　関係と

　　　ロ　　の
wug■・一n規
砂糖キビが

？　ik　，」　ara　sa　Ru　ta　mi　一ne　：

　　　少ない　　　　ために

hunu
この

sa：ta：ja：一N　na：
　砂糖屋も　　　もう

ne：N　natl　nama－ja　na：
なく　　なって　　’今は　　　もう

hoNto：一
　本島

Ngati　hokubusje：ro：一N｛iati－Tu　wugi？uNpaN－N
へ，　　　　北部製糖へそ　　　　砂糖キビ運搬も

suN一一gutut
するように
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n　a　t　i　ma　t　cfi，　n　o　：　ka　一　N　？u　r　i一　g　a　m　a　t　a　a：　ta　m　i一　r　i　e　i

なって，． ﾜた，　　農家も　　それが　　また　アー　ためだ〔利益恭ある〕といって

muru　jurukuro：N（一一？N：）
全部　　喜んでいる　（ンー）

sire：一一je：biN　je：bi：一siga　kunu：
　　次第です。　　　　　ですが，　　　この，

nu　：N

なんと
9icjaN一一te：kaN

いったとし’ても，

ne：N－ru　？aibi：tu
ないので　　ありますから

sl：kuzima－ne：ti－ja，　na：
　　　　瀬底島では　　　　もう

（4a）．

k　o　N　q．一　o　一　j　a

　　今後は
sa：ta：一nu　？N：
　砂糖の　　　ンー，

ta：“飛
田も

（45）

sato：kibi一
　　砂糖キビ

U
t
と

ロ　　　　　　

3e。
工一
　　，

tabalr．uzikoi　？uri－kara　suikazil〈oi　na：
　　煙草作り，　　　それから　　　水瓜作り，　　もう

？u．Nna

そんな

muN　siko：ti
ものを　　作って

？wa：一nuN
　　豚も

？usi－N　slkanaCi
　牛も　　　　飼って

“tkusi一一ru
　いくそ

koNgo－nu
今後の

Si：kしし一nu
　　瀬底の

　　ゆ　　　　　や　　　　　

no礪930●｝nu．
　　農業の

haqteN－ja　？ai－ja
　発展は　　　ありは

saN－gaja：一ri　na：
しなレ、かしらと，　　もう

？ts　zj　amiN

　　字民

　　　　　　り

Je・
工一
　　，

t　i　：c　i　n．　a　t　i　k　u　nvt　‘？　N　：

㎝つに　　なって　　この　　ンー，

no：gjo：一nu　haqteN－gata：
　農業の　　　　　発展等を

na：
もう

kaNge＝i　？lku：nu
　考えて　　　　いく

kaNge：一je：biN
　考えです。
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2．瀬底島の年中行事について，

解　説：瀬底島で行なわれている年中行事について述べている。

si：kuzima一一nu　？ugaNme：gutu－ja　na　kunihirakl
　瀬底島の　　　　　祈願事は　　　　もう　　　国開き

ji：
イー，

si一
し

misb：cje：nu　kine：一N　r±ap．akine：一nu－jatatut一一ga－je：bi：tara
　　なすった　　　家族が　　　　7家族のであったからなのだろうか，

na：
もう

nana？utaki－rici　n±：ruku：ru－tu
　　7御嶽といって，　　　　根所と

（2）

sibata±jama
　　シバタイ山，

（5）　（4）
tiNti：ku　？aNci？ugwaN
テインテイ讐ク，　アンチウグワン，

（5）

9iri：一nu一？uta：ki
　　　甑の御嶽，

（6）

me：一nu一？uta：ki一一si
　　　　前の御嶽で

　　　　（t）

？u．：　nururuNci　na
ウ＿，　　ヌルルンチ，　もう

？uri－hara
　そ’れから

nana？uta：ki－kara
　　　7御嶽から　　，

nat2
なっていて
　　　　　　’

niNzju：一nu　’na：
　　年中の　　　もう

？ugaNme：gutu－ja　so：ibl：一一siga
　　　祈願事は　　　　　　しておりますが，

ni：ruku：ma－ri　？ju：N　rukuina：一ja　si：ku－nas　murabiraki
　　　生所と　　　　　雷う　　ところは　　　瀬底の　　　村開き

si：一一misoeje：r　u．　？uci一一nu　9i¢ibaN　？u±一nu　？N：
　　しなすった　　　　うちの　　　一番　　　上の　　ンーs

kata－jate：一glsjeN－hu：zi一一je：biN　ja：一N　na：一ja　nama－N
　　　方であったらしいようです。　　　　　家の　　名は　　　今も

？uhuzjuku－rici　？lcjo：bi－siga
ウ、フジユクといって　　　いっておりますが，

？u翁wa猿一難u
　　御願が

〈7）

‘？uhu？ugwaN
大きな御願が

T．・iN－ni

　舵に

？uma－nu　N：
そこの　　　ンー
　　　　　　　　　　’

七a儀ke：
　2回，

ni：qukuruTnu
　　　四所の

（8）

watakusi？ugwaN・一nu
　　　　個人の御願が

　　ピ　て　　　　　の

七aqKe　D
2回，

　？uri－kara　na：
’　それから　　 もう

9ugwaN－nu　？a　ru一一ha：zi
　御願が　　　　あるごとに

ni：ruku：ma－ja　？ugwalg　hwa’一imati－kara一一ru　nuNkui
　　　留所は　　　　　御願が　　　　はじまってからぞ　　　　いろいろの
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？ugwaNgutu　naibi：一s±ga　na：
祈願事は　　　できるのですが，　もう

？ugwaN－ne：
　　御願に

9uho：ku　N：
　多く　　　ンーs

mag　i？　ugwaNrx・i
　大きな御願と

？ju：si－ja
　言うのは

na：
もつ

　　　　　　　コ　　　　ゆ

namasaK■
　　今先

hwanasi
　　話

hicja：nu　？tthu？ugwaN－nu　niNzjut：
　　した　　　　大きな御願が　　　年中に

tu　huju－tu　？aibt：一siga
と　　冬と　　　あi｝ますが，

？uri－hara
　それから

（tG）

　sika：sani
　シカーサニ
　　　　　　　　’

（9）

　surikara
　それから

haNbuto：ki
ハンブトーキ，

taqke：
　2國，

？uri－ja　naci一一
　それは　　　夏

watakusi？ugwaN
　　新人の御願，

エユa　　？uhししju．tnisiエ1ugしし工

もう　　　ウフユミシヌ，グイ，

？junu　tukuma：
と言う　　　ところを

gjo：　z1　一一　3a

　行事は

n±：rukuma（一一ja）一zi　a：　niNz　3u：（一？a：）一nut
　　　根所　　（は〉　で　アー，　　焦中アー，の

（“）

　？ukuna±b±：一一sigu
　　　行ないますが，

？uri－kara
　それから

na：　nururuNcl一一suN
もう　　ヌルルンチという

tuklミえ辺a：一3a　　　na：

　ところは　　　もう
si狙a：一nu　　N：　　si：kuzima一鍛u　　ni：rししku：磁a一
　　島の　　ンー，　　瀬底島の　　　　　甲所

rici　mukasi一一1〈ara　na：
といって，　　昔から　　　　もう

？uma　：　一一　ja

　　そこは

　ロ　　　　　

コe・

八一
　　？uzigamisa．ma－Nci
，　　氏神様といって

皿aci℃1
祭って

　　ロna。
　り亀，つ

neNzju：gjo：zi－N　cja：
　　　年中行事も　　　　いつも

？u孤a－k：ara－rしし

　そこからぞ

hwazimati
はじまって

9uga聾憩e：一tS－ @SQ：bエ：ruu
　　祈願も　　　しております。

Je
工
　’

kunu　？ugaNme：一
この　　　祈願

su：nu－ba：一nu
　する時の

ti：ei－nu
　一一つの

　
　
　
9
」

●
髄U

｝

？
ウ

nSNgwaN－ja　’tunikaku　na：
　　願いは　　　　とにかく　もう

？iqkaneN－na；・一nu
　　tケ年ごとの

kuniNgwa－nu
　　国の子の

ju：nl；ge；
　世の願い，

（12）

k：eNk二〇：一nu

　　健康の

juga＝kunlge　：
　　世果報願い，

？unige：
お願い，

mata　a：
また，　アー

je：　so：b±：一siga．　je：
同一 C　　しておりますが，　エー，

kawaqXa　．　tukuma：一一ja　？aNci？uta：kl・一suN
　　ac　oた　　　ところは　　　　アンチ御嶽とb・う

幽じukuma：一ja
ところは

　　　　　　　’
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？ama－ja
あそこは

sima：一nu　？aNcibama：一ri　？ju：si－ja
　　島の　　　　アンチ浜と　　言うのは

mukasi－ka，ra
　　　昔から

翫纏a： watai
渡る

もu1ﾀぢ襲鳥bl：t疑糊uk南砂δユ“

‘2aNZjeN　klgaN－suN一一tami・一ne：
安全を　　　　祈願するために

？unv．　？aNci？ugaN一一risi－ja
その　　　アンチ御願というのは

rik±ti　na：　ime：niN　kuma　9uhu？ugwaN一一nu－ba；一ne：
できて，　もう，　毎年　　ここは　　　　大きな御願の時に

‘？　ugwaNme　：

　　祈願
sa：b±：一siga
　　しますが，

je：

工一，

　　　　（15）

na：　　kai≦ヨjo：一エユUし

もう　　　　海上の

　　　　　　

コe．

工噂嘲
　　　，

？：・．1・，／’zjeN

　．安全，

kuma－nu　hamasald　si：ku　？uc±wata±
　ここの　　浜崎と　　瀬底を　　渡ったり

su：nu
する

　　　　　　ロ

C3U・一nu
　人の

k　e　：　s　o　：　一　n　u　？　a　N　z．　je　N　一一　nu

渡り道の　　　　安盒の
kamisama－tu－h±ci
　　　神様として

mukasi一一kara　a：
　　昔から　　　アー

maejuraqt．o：±rgi＄jeN－hu：zi一一je；biN
　　　　祭られているらしいようです。

？uri一一hara　？iri－nu　？uta，：ki－suN　tukuma：一ja　？aina：一ja
　それから　　　西の　　　　御嶽という　　　ところは，　　　あそこは

na：　a：　me：niN－nu　？ugaNme：一ja　ViqkaneN　？uhu？ugwaN一．nu
もう　アー，　毎年の　　　祈願事は　　　tケ年に　　大きな御願が

taqiKe：一　ru

　2園ぞ
？ai－sabi：一siga　？ama一一ja　muka．sl－N
　ありますが，　　　あそこは　　　昔の

hwanasi：一ruN　k．ici　miru－sabi：一neXija
　　　謡ぞ　　　　聞いて　　　　みますと

cJu－nu
　人の

（14）

　　　　　　　　　コ　　サnurugana．　s］・の一nu
　　　　　ノロが

？ama制ne：
あそこに

加：

世を
9uwai“misoejaN一一rici　？unu　ju：
　　　終りなさったといって，　その　　世を

？uwai一
　終り

misoc；jaN　tuku！na：一一ne：
なさった　　　ところに

nama一∂a七iN　　通a　cコur↓
　　今でも　　　　祭を

？iru？iru
いろいろ

na：　a：　〈1〈ununuru）
もう　アー，　　（このノロ）

？u恥u　　nuru－3a　　難a：
その　　　ノロは　　もう

re：zina
大変な
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kami瓢asai鱒n疑
　神まさりの

　ロ　　　の
C∂U．
人に

n∂ユ，憎mユ，SOCユ．

なりなさって，
『》a孤a縞ne：ti　　磁i：

　　　そこで　　　身を
？uwa　i鴎

終り

misoci　hicja：tu　？ama－nyne：
なさって，　そしたら　　　あそこに

cja：ma．：
そのまま

ho：muigata一一hlcl
　　　　葬儀して，

nama　na：
今　　もう

？uga嬢】ne：騨煎

　　祈願も
so：bi：一s±ga　me：？utaki－ja　？ama－ja
　しておりますが，　　前の御嶽は　　　　あそこは

ti：c1一・nu
　一：一つの

？u：

ウー
　　　’

？aNsinu　kamisama　nu：一ru　？juN
あのような　　　神様　　　　なんと　　いう

ka磁isa，憩a一一

　神様は

（si） macjuteN一一rici－N　kutu一一je：biraN
祭ってあるといっての　　　ことではありまんで，

ぬ

しara
ただ
　　　，

？utaki－tu－hici
　　御嶽として

孤anθ：
ここに

na：
もう

kU捻ima1nuigaIni師一じU－hic　i
　　　　　国守り神として

ロ　　　　　

　　　　　　　のコe・　　na・
　　　　　　と　　ワ
幽『 C　俺）つ

？a斑a－ne：
あそこに

難acコur：Lga七’a
　　　祭り等

je：

L一 F

hicjo：ibi：一siga　1〈uma　？iqkaneN
　　しておりますが，　　ここは　　　tケ年に

？uhu？ugwaN一一nu　taqke：一nu　？N：
　大きな御願が　　　　　2回の　　　ンーe

？v．gwaN－je：b±N
　　　　御願です。

9aNsa：　i
そこで　　　　　，

si：ユ〈usiエna．■一ja　　 xユa＝

　　瀬底属は　　　もう
kunibirakl
　　国開き

hici－kara
してから

joNhja1〈uhacizju：neN－baka：
　　　　　　4　8　8年ぐらいに

naiN　mutubu－ne：CiN’　hurusjeN
なる。　　　本部でも　　　　　古い

？uc±一ru
　うちぞ

（G5）

je：．．．一biraN一一s±ga
　で…　　であるが，

ku：zinuru一一yici　mukasi
　公儀ノロとい・・て　　　昔

　ロ　　　　ゆ
∂θ・

工一
　　，

ku：zinuru－ri
　公儀ノロと

？i：一ne：tija　na；
　　　いうと，　　もう

？u｝〈ami　Nc　ju　一一　ne　：

　　　御神入で
nuru一
ノロ

ne：tiN　na：
　でも　　もう

？ScibaN　？ui－nu　nutru－jate：一一gisjeN－hu：zi一
　一番　　　 上の　　　　　ノmだったらしいよう

je：bi：一siga　Qiciqci：ziki：　na：
　　ですが，　　なにかにつけて　　もう

ku：zinuru－sa：i
　　公儀ノロで

nama榊
　今

jatiN　？unui，na　ku：zinuru
でも　　その　もう　　公儀ノロが

nana？uta：ki－nu　？ugaNme：一ja
　　　ア御嶽の　　　　　　祈願は
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mata　？unu　？usagtto：biN．
また　　あの　　行なっております。

　り　　　　　

∂e。

工一
　　　，

na：もエ：C■　　hwanasi：
　もう一一つ　　　　話

sa：bi：si：ja　？unu　？ugaNme：gutu一一ne：
　しますのは　　その　　　祈願事に

　　　　（46）

na：　？uhusinihe－rici
もう　　ウフシニヘーといって，

je：
工｛，

mesu’sje：　一一　si　ga　？u　．ma：　一一　ja

いらっしゃるが，　　　　そこは
si：ku－Ngaei
　　　瀬底へ

七ac■一mzSO：C3aエユU
　　立ちなさった

nan　a　ki　ne　：　一一　nu　？u　c　i　一一　nu

　　フ家族の　　　　うちの

　　　　　（G7）

9unu　sisoN－kara
その　　　子孫から

？iclbaN　？u±re：一nu　hwa：huzi一一nu
　一番　　　　上位の　　　　先君の

辺θ：〕黛i頚一me：ni］邸　　na：

　　毎年毎年　　　　もう
ju：c±gi　h±ci
世継ぎ　　して

“uhus　inihe：
　ウフシニヘー〔となり〕

　？un取
　　その
｝

？uhusinihe：一ru
　　　ウフシニへ一一と

）
）N

ン

（
（

ku：Zinuru
　公儀ノロ，

surikara
それから

？Uとa皿i聾cju
　　御神人，

jinagu？uga：mi
　　女の御神

jikiga？uga：．mi－rici
　　男の御神といって

n　uN　1〈　ui　m　eiN　s　」　e：　一　Bi　ga

いろいろ　　いららしゃるカ㍉

（ku： ja　N：） ？aNsa：i
そこで

na：　kunu
もう，　この

？uhusinihe：一3a　na：
　ウフシニヘーは　　　　もう

3u：clgl　nu：ru－3a　nam＆一〇a
世襲制で，　　ノロは　　　　今は

si：ku？e：ki：　，　？aga：ri－ri
瀬底工一　SF　一一〔すなわち〕　アガリー一と

？lcjo：bi：一・siga　？ama－nu
　　いっておりますが，　あそこの

kwa：？uinaga－nu　mata，　？iziN－gut’a　N：　nato：b±N
　　　子孫が　　　　また　　出るように　ンー，　なっております。

ロ　　　　　

3e・
工一
　　，・

h　u　k一　a一　ne　：　一」　a

　　他には
ruku　ne；ranu　macjurigutu
あまり　　　ない　　　　　　祭り事

　　ゆje・一3a一一

　では

sa：bi：一siga　？uri・一ja　hicigwa．el一一nu　te：ge：
　　ありますが，　　それは　　　　7月の　　　　大概

zju：hacinici　一一
　　　18臼

bake：一一hara　hwazimati
　ぐらいから　　　はじまって，

te：ge：
大概

sa　Nni　ci　kaN　？ugaN一一　nu

　　5日間　　　　　御願が

？a・i’bi：　・一一s　ig　a．

　あ．りますカ㍉

？Uri　一一　．i・　a

　それは
？uhujumis±nugui－rici　na：　？i：ba
　　　ウフユミシヌグイといgて，もう　雷わば，
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mata　？a，nu　haNbuto：ki－ri－sunu　muN－je：bi：一siga　kunu
また　　　あの　　　　ハンブトーキという　　　　　ものですが，　　　この

haNbuto：k±一risi－ja　c　januhu：zi
　　ハンブトーキというのは　　　　どのように

su：ga－ri．　？ia：bi：一一ne：tija
　するかと　　　　言いますと，

na　jikigagami：一nu　hac±niN　meNsje：一siga
もう　　　男神が　　　　8人　　　いらっしゃるが，

？UllU
その

cju：ta：一
　人達

ga　　3a：齢∂a　　ml．9U■榊mよSOC：し
が　　　家家　　　　めぐりなさって，

kaNmuri一一ja　mata
　　冠は　　　　また

szrしと：

白い，

？th　so　：

衣装，
slru　？lso：
臼い　　衣装

siru　kaNmuri
白い　　　　冠

（18）

kaNti．
　被って，

haki：ti
　　着て

ja：一3a：
家家を

皿lgut工　　na：
めぐって，　もう

？uri　k±qtu　ti：ei一一nu
それは　　きっと　　　一つの

1〈ito：一runu　hwanasi：一
　　祈講という　　話

N　kicjo：lbi：一siga　na：
も　　　　聞いておりますが，　　もう

？akuhu：ge：barai
　　　　悪風払い，

？akuhubarai一一
　　悪ノ函払い

　　　　い、．’S．陥

riel　？unu　？iqka－nu　？unu　kine：一nu　？iqkaneNkaN－nu
といって，その　　　一家の　　　その　　　家族の　　　　　1ケ年間の

N：　fta：
ンー Cもう

jaku：harai－ri
　　　厄払いと

suN－cja：nu
　するといった

cimuje：一一gisje：nvt　N：
　　　つもりらしい　　　　ンー，

kutu－je：biN　na：　te：ku　muqci　kure：kugawa：
　　ことです。　　　もう，　太鼓を　　持。て，　　小太鼓を

mエgu：「ti
めぐって，

（19）
更喝

?ｏ：

　　　ホー
ho：
ホー

hwaNzjare：tu一一nu　ho：
プアンヂヤレ’一トクヌ　　ホー

muqei　ja：
持って　家を

”一rlcrk
といって，

？unuhu：zinu　na：
そのような　〔言葉を〕　もう

taqke：一ba．ka：
　　2圓ぐらい

？abi：ti　na：
叫んで，　　もう

Qoharai－sa：bi：一siga　kuri－ja　huka－ne：N　ruku
　　　　お払いしますが，　　　　これは　　’　他にも　　あんまり

ne：nu　N：
　ない　　ンー
　　　　　　　　　’

？ugwaNmuci－je：biN
　　　御願持ちです。

一

je：　te：ge：
エー C　大概

？unu　？atai－ru　na：
その　　あたりぞ　　　も「う

sikuzima－nu
　　瀬底の

？u：

ウー
　　　’
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？uku沖’瀦あ　U幻O隷蹴舛？a峯糠撃a畷鍵ひ

na：ti：ci－ja，
もう一つは

？uhujumisinugui－N－ba：
　　ウフユミシヌグイの時
　　　　　　　　　　　　　　　’

？vtri－N　hlcigwaci一
それも　　　　7月

目ju：hacinlcl
　　18日，

k加：一nu－re：biN－rO：　hicigwaci－zju：hacinici・一
　　　1巳暦のですよ，　　　　　　　　7月18日

」θ：b二LN－ne：

　　です〔がプその時〕に
jinagu？uka：mi－nU　mata　？uNcju：ta：
　　　女の神様が，　　　また　　　その人達も

？iso：
衣装を

ha，ki－misici　7umanui－rici　je：　ma：
　着なさって，　　馬乗りといって，　エー一，　馬に

1ユUIL一憩ユ．SOCt．

栞りなさって，

？aNsa；s．

．そこで

く　　　　　　ロ　の

Ju．n■■
「・〃

muq　c　1　　蛾a：

持って，　もう
9aRU＝　　　　　　　　hよCi駆U
あの一一一　！〔こんなに：〕　しての

？1ユga聾遊θ：

祈願事が
？aibi：一siga　na：
　ありますがジ　　もう

mukasi－ja　？aNsiN　kutu：
　　昔は　　　　　あんな　　　こと〔馬に

乗ること〕

rlcl
いって

sa：もi：「じe：一sig；a

もしましたが
　　　　　　　　　7

（na　ti．　j　e：　）

nama－Ja　na：
　今は　　　もう

s1：一mthsQFaN
　　しなさらず，

？u加a一聾　　nu■

　馬も　　栄る

tu　ka，　一一

とか

　　　　　　　　　（20）

tara　na：　？ucima．Nmo：一suN
ただ．，　もう　　　ウチマンー■・一一という

七ukuma：一ne：ti　　？aciユpati
　　　ところで　　　　集って，

n3．　：

もう
　　’

？anu　ju：nige；　lnurazju：一N
あの，±gxsk願い，，　村中のd’

cJg：r　nu　ka；a　．：　ta　ni　ge：　jl　e：　hici
　　入の　　　　　　　　　　健康　　　願い，　　エー一，　して， so：ibi－siga　na：

　しておりますが，　もう

mukast－ja　na：
　　昔は　　　　もう

nu：
なに

si．：b．a．N　？uk．a．　rpigu’tu　nama－jatiN　na：

　しても　　　御神事，　　　今でも　　　もう

？ukamigutu
　御神事，

mata，
また
　　　’

muru　加：
全部　　よく

siNko：
信卿

hicju：ti　je　niNniN
　していて，　　エー，　　年々

kulnaE：．ru－nu　？ugaNme：gutu－N　na
小まわ・の　　祈騨も　もう配下a N：

ンー
　　’

si？agiti
しあげて，

・？a ｼ睾黙ja七士N－・h’即興Ulu　h’巳聖搬課章・慧も・ kuriN
これも，

昏
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mukasi－ja　mata　？onu
　　昔は　　　　また　　　その

？ugaNmuei－riei　N：　cinahiki一一N
　　御願持ちといって，ンーs　綱引きも

？ariba　na：
　あれば，　もう

wu：rui　murawu：rui－nuN　？aibi：一・slga
踊り，　　　村踊りも　　　　ありますが，

？unu
その

加uraWU：ru■即コa
　　村踊りは，

　ロ　　　　ロ

Jθ・

工一　　　，

mukasiNcju－nu　hw”anasi：
　　　昔の入の　　　　　　話

sa：bi：一
　します〔ところ

により一9iす〕
ne：’七■ja
　　と，

me：nlN
　毎春

su　：　te　：　一一gis　jeN－hu　：z．i　一je：　bi　b・1

　　　　したらしいようです，

（je：一・）

hici－ja
　しては

so：biXeN－hu：zl一・je：bi：一一slga　？uri　me：niN
　　しておったらしいようですが，　　　　　　それを　毎年

　　　　あロ　　　　　　　　　コ　　　　　　コ
1ユara」．．i一L．■Cユ．

いけないといって，
s1：kuzima
　瀬底に

　　　　（21）

na：　te：kaci
もう　　米寿

一
ej

る

蛤
さ

噸
な

＝
し

・
よS

cJu：一nu
　　人が

N：

ンー
　　’

meblsjeN－ba：y－ja　na：
いらっしゃる時は　　　　もう

murawu：rui　je：　hicl
　　村踊り，　　八八，　して，

ma，ta　to：kaci
また　　　米寿を

su；N　cju：
する　　人が

meNso：raN一一ba：一ja　na：
　いらっしやらない時は　　もう

cinahiki：一rici
　　　綱引きといって，

te：ge：
大概

？unu－hu：zi：
　　そのように

hici
して

kimi：t±　na：
　決めて　　もう

mura？ugwaN　mura？asiM・一N　so：te：一gisjeN－hu：zi－je：bi：一一siga
　　村御願，　　　　　村遊びも　　　　　しておったらしいようですが，

9unu　wu：rul－ma，：ru　？a　taiN－be．：一nu　wu：rui　suN　tukuma：一
その　　　踊り番・　　　　　当る時の　　　　踊り　　する、　　ところ

ja　namasaki
は　　　今先

hwanasi：
　　　話

sa：　bi　＝a：　nu

　　しました
niruku：ma－nu
　　　根所の

？uhmajuku－suN　tukuina：一nu　ma：
　ウフジユクという　　　　ところの，　　そこの

？ui－ne：
　上に

9asl：bimo：一nu
　　　遊び広場が

？aibi：一一siga　？ama　wuto：t±
ありますが，　　あそこに　　おいて，

1〈ju：一一nu　hacigwaei一一nu　kunici－
1日出の　　　 8月の　　　　9日

kara　a：　hacigwaci－nu
から　　アー，　　　8月目

zju：？±clnici
　　　t1日目　　　　　　　’

hacigwaci－nu
　　　8月の

箱59　・一
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zju：saNnic　haeigwae±
　　15日，　　　　8月

zju：s’uqka　？uqsa．：一3a　na：一
　　G4日，　　それだけは　　もう

？ugwaNmuci　na：
　　御願持ち，　もう

mura？as’ibi－ri　？ju：si－jo：kaN　na：
　　村遊びと　　　　　．いうより，　　もう

kamisama－ne：
　　神様に：

taisuru　na　？ugwaNmuc±
対する　　もう　　御願持ち，

3u：nlge：一nu
　世栗報願いの

？asi：bi　na：
　　遊び，　もう

　　　　　　　　　　　る

wu．ru↓
　踊り

hici
して〔それらの祈願をとり行なっているというような）

hwanasi：
　　語が

saqto：ibiN一・sai　na：
されております。　　　　もう

s±：kuzirna－ja　mukasi－kara
　　　瀬底島は　　　　　昔から

？aNsinu　？asi：bi一一nu　？aibi：te；kutu　nat
あのような　　　遊びが　　　ありましたから　　　もう

kumi　WU：r至λi画配U
　　　組踊りが

cjaqsa：N　？aibi：・一siga，
　　多く　　　　ありま．すが，

　ロ　　　　の

je・
工一　　　，

？u：kawatiki？uci－tuka
　　　大川敵打ちと；・！iN，

（22）

？aruija
　あるいは

凱arしa　　？anO：

また　　あの一，
h．usijar【1a－tuk二a　　？aruija　　t；iエnitinu。jiN－tuka一
　フシヤマとか　　　　　あるいは　　　　　手：水の縁とか

rXC工RU　　mukasi－hara－nu　　？i：ci七aware：q七主nu
いった　　　昔からの　　　　　言い伝えられてきている

tukuma：一N
　ところも

kumiwu：rui　7urika．ra　tlwu：rui　nuNkui　na：
　　組踊り　〔として踊り〕，　それから　　　手踊り，　いろいろ　もう

h．　uka　一一ne　：

他に
ne：nu
ない

je　cinaci　lf・　i　一“ja

エー C　　綱引きは

tukuma－nu　N：　wu：ruimuN　rlkito：NbiN
　ところの　　　ンー1　踊りものが　　　できております。

（25）

kurl－ja　na：
　　これは　　もう

s　jeN　g．　o　nikai　一一　baka：　一・　ja：

　戦後　　　　2回ぐらいは

a：　　Cinahik二i
アー，　　綱引き

sabita・一siga
　　しましたが
　　　　　　　　’

cinahi　kl　一・　ja

　　綱引きは
si：kuzima－nu
　　瀬底島の

？u：

ウー
　　　’

me：ho一　tu　hus　iho：一・tu　waki：ti
前方〔南側〕と　　後方〔北側〕と　　　分けて

hwa　c　igwaci－nu
　　　8月の

ZコU：？去ci血ici舶ne，＝

　　　　墨1βに

　コ　　　　　

3e・
工一
　　，

slma：一nu　nahamici一一gu：N　tukuma：
　　島の　　　　　中道という　　　　ところ
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WU℃O：七ユ　　na：
において，　もう

‘2anu：　c　inahiki－rici　？uri　piqci：‘7vLgvvaiblmuci一
あのう一e　綱引きといって，　それは　　1日御願持ち．

rici　na：
といって　もう

皿e：hO：
前方も

huslho：
　後：方も

hitimiti－kara
　　　朝から

m±ci：zine：　？urikara　si：ke　9urikara踊り手が藩飾って道をねり歩く儀式や，　それから　押し含い競争　それから

zjurugwa；？ag±je；
　　　　肩車競争

？unu－hu：z1　hici
　そのように　　　して

　　　　（24）

na：　salgo－ne：一ja
もう　　　　最後には

cina：　hici
綱を　　引いて

je：
工｛，

mata　？ucimaNmo：一su；N
また　　　　　ウチマンモ・一一という

tukuma：一一ne：t±
　　　ところで

S二Lma：　　℃ut：L　　jlユ：

下階を　　とって　　夜の
9akiru：si：　na：
　　明け通し　　もう

kunu
この

　　　　　　P：Lqc：L・PtJa
　　～日は

？ugwaNmuci－nu
　　　御願持ちの

cinahiki－N　na：
　　綱引きも

kamisama　一一Nkai
　　　神様へ

na：
もう

？anu
あの

？usagiN一一ri　？ju：nu　gjo：zi　？url　na：
　さしあげると　　　いう　　　行事，　　それは　　もう

si：kuzima一一nu
　　瀬底島の

mukasi－kara
　　　昔から

citawaCi：nu　N：　gjo：zi一一nu
　伝っている　　ンー，　行事の

ma：ginu　？uci一
　大きい　　うち

Ngati　na：　へ〔はいり〕，もう
wu：rul－tu　murawu：rui？astbi　cinahiki－ja
　　踊りと　　　　　村踊り遊び，　　　綱引きは

na】工1a岬］：nar工：一N

　　今までも
ertawati
　伝って

N：

ンー
　　’

geNz　ja　i一　ni

　　現在に
na．ma　nato：biN
今　　　なっております。
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5．下男奉公について

解　説：明治末期頃に行なわれた：下男奉公について述べている。

ロ　　　　　

」θ・

工一
　　，

zinaNbu：ku：’一rusi－ja　te：ge：
　　　下男奉公というのは　　　　　大概

kuri　　Jよ　　me工2iP・nu
これは　イー，　明治の

nakaba－guru一一kara　hwazlmatl
　　　半頃から　　　　　はじまって，

　　　　mar■：
まで

？unu－hu：zi：nu
　　そのような

taisjo：一zju：nisaNniN－guru一
　　　　　大正12。5年頃

　　　　　（t）

？u　nu　z　iniNbu　：ku：　一一　rusi

その　　　下男奉公というのは
？ate：鱒
　あった

gi　sj　eN－hu　：　zi　一　je　：　bi　一一　s　iga　mvt　ka　si　一一　ka　ra－nu　hwan　ta．　si

　　　　らしいようですが，　　　　　　　昔からの　　　　　　瀦舛
　　　　黷獅?．

　kwa・：nasibiNso：一一rici　kwa：
．　　子産し貧乏といって，　子を

？uho：ku　nasi－ne：tlj＆　piNso：
　多く　　　　産むと　　　　　貧乏

si．1N－ric’i

するといって，
mata
また

　　　’

na：ti：ci－nu
　　もう一つの

muka：si・　kutuba　一ne：
　　　　昔言葉に

に

・磁ｸsぎ象■ga

hika，　一jo　：kaN　一・　ja

　　引くよりは
kuclba．ta
　口数を

　　　　ガ
hiki”一ricinU
　引け　といっての

hwanasi：
　　　話

？a　iN

ある

tu：i
通り，

huN　to：
　本i当

na：
もう

raukasi－ja　na：
　　昔は　　　　もう

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　の　　　　　ゆ

コθ∩　　gasコ．rus工・一■Ja

工一，　　飢謹の年は

O．atai－ne：tija　na：　kiNa　naciN　cju：ta：一ja　na：
　　あたると，　　　もう　　子を〔多く〕産んでいる　　人達は　　　もう

（2）

　kakarumuN　kakea．rara：nu
　かかるべきものも　かかることができないで〔病気になっても医者に見てもらえないこと〕

？e：kiNcju：一一Ngati
　　　資産家へ

rU：一nしし

自分の

蟹：

ンー
　　’

ru：一nu　kwa：
自分の　　子，

hanasa　ruL：一N
愛しい　　自分の

1〈wa：一N　ziniNbut：ku：　？u：
　子も　　下男奉行，　　ウー，

siml：ti
　させて
　　　　　’

？aNsi　na：　？at
ああして　もう　　アー1

kurau　i．　ff．　ata

　生活等を
neNne：
しなり．濠噛ボ

ka　’yJ　a．　一．N　T．nn　N（　f2　N：　）　一・一　ha　：　一je　：　bi　：　te　：，　一s±　ga

　い｛ナない　　（ンー）　時でしたが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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？uNto：zi・一nu　na　hja．qkwaN－na：
その当時の　　　もう　　　葺貫ずつの

ruslru－ne：tija　maglsaru
　身代金というと　　　　　大きい

j±kiga－nu－ru　hjaqkwaN－na：一sJtei　na　9e：kiNc　ju－nu
　男がぞ　　　　　　　百貫ずつで　　　　もう　　　資産家の

tul〈uma：一ne：ti　na　ziniNbu：ku：
　　　ところで　　　もう　　下男奉行，

ziniNbu：ku：一ja　dusiru一一
　　　下男奉行は　　　　身代金

　の　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

r■CユH　　　rししSユ，rしし

といって　身代金を
haCamiti　VuN　ja：一一ne：ti
　負って　　その、　　家で

sikaraqti　kunu
　使われて，　　この

？N：　kate：nu　ziN　？N：　kirasuN－gutu－jate：一一gisjeasl一一hu：zi
ンー，　借りた　　お金をンーt　　　きらすようであったらしいよう

j　e　：　b　i　：　一s　1　g　a　“2　u　r　i　一一　，j　a　k　a　t　e　：　n　u　z　i　N　m　u　t　u　s　i　1N　一　」　a　k　i　r　i　r　a．　n　u

　　ですが，　　それは　　借りている　お金，　　元金は　　　　きれず，

ri　：　一一　ba　ke　：

牙二子ばかり
k±riti　？ikute：N－hu：zi一一je：biN　？aNsa：i　na：
　きれて　　　いさよったようです。　　　　　そこで　　もう

hwataracl　Mo：1〈iti　ja：一hara　9unu　rusiru
　働いて　　　儲けて〔書分の〕　家から　　その　　身代金

‘7　i．　NraN一

入れない

ne：tlja　na：
　　と，　　　もう

？icitutu：mi　？unu　kine：一一ne：
　いきている間　　その　　家庭に

na：
もう

slka：ra；
使わなければ

naraN－gutunu　？usumas±：
いけないような　　　大変な

jununaka－N　？ate：一gisjeN－hu：zi一
　　’世の中も　　　　あったらしいよう

je：bi：一siga　9uri：
　　　ですが，　　　それを

9uN　zirai－nu　hwanasi：
その　　時代の　　　　話を

S：L：一ne：冒じ＝LJa

　　すると

nama鯛nu　　wakasje：S工七a：一ga
　今の　　　　　若い者達が

cja：siN　igo：
どうしても　信じ

sa：皿u
ないで，

na：muNjuml一一re：ru－rici　hanasi；　．je：　si：一ja
　　　うそつきだといって　　　　　話を　　エー，　　しは

sa：bi：一一siga
　しますが
　　　　　　　’

na；
もう

zide：一ja　？aNciRu　zirc“：一re：bi：te：tu　na：
　時代は　　　あんな　　　博代でしたから　　　もう

ru：一nu
自分の

kwat－N　？uti　na：　zjuri？ui－rici　mukasiNcju－nu　na：
　子も　売って　もう，　女郎売りといって　　　昔の人の　　　もう．
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（5）

9工qsjo：gai－nしし
　　　　一生涯の

？ui－rl　cja：N　1・r－utu－je：biteN－sai
売りと　　いった　　　ことですよね。

？u　ri　一一　ja

　それは

na：
もう

ziniNkwa：一一N　？uN－hu：z±一jaXe：一gisje“biN　na：
　下男子も　　　　そのようであったらしいようです。　　もう

mutusiN－ja　klriranu
　　元金は　　　　きれないで

ri：一bak’e；
　斥u子ばかり

kiri：ti　9izi　mutus±N
　きれて　　いって，　　元金

？iNr±
入れる

30：ka＝一こ｝a　　篇a己：

　　までは　　　もう
naNzju：ni．N　natiN　na：
　二十卑に　　　　なっても　もう

9u聾
その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ja＝一“　ne．

　家に
sika．’ra：　naraN－rS
鋤きわなければ　　いけないと

。，3a：nu－hu：zinu　？anu　na
　いったような，　　　あの　　もう

？ueina：
　沖縄

皿uru
全部

（？a，　nu　）

（あの）
？aN　sabiXsra　waqta：
ああ　　しましたのか，　私達の

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

s■ma騨nθ禽
　島に，

s一　1　：　ku　Zima－ne：　一一　bake：

　　　　瀬底島にばかり
？aN，giN　sjeiro－N　？ai－ga－sabi：tara
あのような　　　制度も　　　　あ‘）ましたのか

；．　1｛　ajabiraN－slg’a

わかりませんが，
？a蕪sinu　　？聾：

あのようなンー，
zire：一nu　‘？aXe：一gtsjeN一
時代が　　　あったらしい

”nu：zi－je：biN　？aNtu　muka：sikutuba－ne：
　　ようです。　　　ですから　　　昔言葉に

？ja：bi：si一一ja
　いいますのは，

nama－ja　na：　ziniNbu：ku：一tuka　nu：ga　？anu：　rusl：ru－tuka
　今は　　もう　、　下男奉公とか　　　どうして　　塗の一，　身代金とか

？ja：bi：一siga　sika：ma－rici
　いいますが，　　　シカ・一マといって

？uN　kutu：ba，一ja　na：
その　　　書葉は　　　　もう

cjaqciN
いかなる

kutu－ga－ja
　　ことかは

wa1〈ajabiraN一一siga
　　わかりませんが
　　　　　　　　　　　　　’

sika：ma－rSci　na：
シ四一マといって　　もう

du　：・　一nu

自分の

kwa；一N　wuraN　na：
　子も　　いない，　もう

rUS工ru　　ha、tamiraSU翼　　kw．a：一N　’W疑ra翼一
身代金を　　　負わせる　　　　子も　　　いない

ne：’tija　yu：
　　と，　　自分

hu聾niN－sa：i　　na　　sikl：榊ni　　na，Nnic主一註a：
　　　本人で　　　もう　　月に　　　　なん臼ずつ

naNniei－na：一3a　ma：　sigu：tu　？izi
　　なんにちずつは　　　ここへ　　仕事　　　　行き

mubui　muke：
戻り　　　迎え
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hici　sut：Ce：nu　se：ro：一N　？a’te：一一gisjeN－hu：zi
して〔行ったり来たりして〕　していた　　　制慶も　　　　あったらしいよう

je：bi：一siga
　ですが　　　　　　’

karamisi一一ja
　　負うのは，

？uri．一ga　sika：ma－ru：si－tu　ma“u’a　mutus±N
　それが　　　　シカーマというのと，　　また，　　元金

（4）

ka　tarnit±
　　負って

ric±　hunu－hu：zi：nu
といって，　　そのような

？unu－ja：　cikari：si－ja　na
その家で　　　　使われるのは　　もう

（5）

1〈ono：
　こ二の一

　　　ロ　　　ruしSコ冒岬ru輌

　身代金

zlN一．nu　mlc±一一nu　jari
お金の　　　道の　　　やり

七ui　一・N

取りも

？ate：一glsjeN一一hu：zi－js：bi：一siga　？ur±一ga　ne：N　na“asi－ja
　　　　あったらしいようですが，　　　　　　　　それが　　　なく　　なったのは，

hanasi：
　話を

klei－ruN　sa：bi．一ne：£i
聞いてみぞ　　　　しますと，

c30：ru　？N；
　丁度　　ンー，

（hwana）

ta1　s）o　：　一一ziba1　一一mari：

　　　大正時代まで
？aNcinu　kutu　‘2ataN－ri　？i：一nette
あのような　　ことが　　　あったと　　　　言うと

SO二
信じ

sa：biraNra一一hwazi－je：bi：一siga　je：　taisjo：一hacineN一
　　　ませんでしょうはずですが，　　　．　エー，　　　大正8年

nu　buqkato：ki
の　　　物価騰貴，

Je
工
　’

ra■一層鳶＝LZz

　　第二次
Je
工
　’

Tai一？icizi－sjeNsO；
　　　第一次戦争，

sekai－eCaisjeNso：一一nu　9aCu－nu　buqkato：ki－ne：ti　？a
　　　　世界大戦争の　　　　　　後の　　　　　物価騰貴に，　　　　ア

s＝L工na　・一’

　島

nu　？aru　sje：neN－nu　na：
のある　青年が　もう

niNzju：
　年中

hwata　rac　i－N　mutus　．1　N　一

　　働いても　　　元金

ja　kiriraN
は　　　きれず，

）6（

ar一
口
のam

らカここ

。：萄
傭

・
工
R
【

h

　　　　　　　　りmuru　　　na“
：全部　　葡

ri　：　一一　bake　：

iiiif子ばかり
kiriN
きれる

saku：一jaraba
状態であるならば，

hitigiti　？izi　na：　a：　simaziri？ina：ka－hiN－ga，ti
　逃げて　　いって，　もう　　アー　　　　　島尻闘舎あたりへ

hici
して

？UIIU
その

ziN
お金

（7）

harariba
　　払えば

　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　ロ

na」ユ．ru榊riC工
よいのだといって

hiNgite：nu
　　逃げ．た

　　　（8）

N：　sje：neN－ga　tai
ンー C　　青年が　　　　二人

miqcjai　wute：一gisje：N一・hu：di”　i－je：bi’N
　三人　　　　　　いたらしいようです。
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？aNsa：i　na：
そこで　　　もう

stmaZiri一一nu　？ina：ka－ri
　　　島尻の　　　　　田舎と

9ja：　bi　：　一一　si　ga　？uri

　いいますが，　　　そこを

？ina：ka　？ina：ka　so：bi：一siga　？ina：ka－Ngati　hiNg±ti
　田舎　　　田舎　　　しておりますが，　　　　田舎へ　　　　逃げて

？izi　？ama－ne：Ci　hi：b’o：
行って，　あそこで　　　日傭

hiel
して
　　　’

　　　　　　　ロ

3e・
工一
　　，

？une：ti
その時

？uNcju：一nu
　その人の

ka．七amz℃u『じe：nu　　　■「ユ棄3’］二’ru一［｝a

　　負っていた　　　　身代金は

　ロ　　　　　の

Je・
工＿　　　，

guhjaqk二wa｝T一エ噂i　　 ？ja」：bi：一

　　　五百貫と　　　　いいます

ga3a：
かしら，

zju：jeN　guhjaqkwa）・1一一ri　？ja，：bi：一siga　guhjaqkwaN・一
　10円，　　　　五目貫と　　　　　　いいますが，　　　　　五菖貫

jate：　一一　．er　一：　／s　jeN一・hu：　zi－je：　bl　：一siga

　　　であったらしいようですが，
guhjaqkwaN　mo；］lti
　　　五百貫　　　　儲けて

鷲
てC

き

rus1：ru
身代金

taqkuri　na：
払い入れて　　もう

ru：一nu
　自分の

　の　　　　　　　　　　　コ

M■：M■：

　身体に
nati　na：
なって　　もう

？iciniNmae　naXi　ma，：　tabi：Ngatj
　一人前に　　なって，ここから　　旅へ

ejui　kiki
一人　　聞き

？izitaN－runu　hwanasi：
　　出たとし、う　　　　話を

’1－1　1〈　i　hi　c　i　？　a　Ai　sa　：　i　n　a　：

聞き　　して　　そこで，　もう
S■maZ↓r工
　　轟尻

（9＞

ho　：．m　eN一

　　方面

gati　no：ka－N
へ，　　農家の

ja：一一ne：ti
　　家で

sa：ta：si：一nu
砂糖製造一期の

七i孤a．：　　mo：k：iti

手間賃を　　儲けて，

haNsl　ti：cina：
こうして　　一つずつ

ti：cina：
　一つずつ

rusi：ru　｝〈i’ra：ci－zi
身代金を　　きらしていって，

na：
もう

na：ru，：ru：　？u：
各自の身体：に　　ウー

nate：一gisjeN一］　u：zi・一je：bi：一siga　nama－kara
　　　　なったらしいようですが，　　　　　　　今から

kaNge：一一ne：ti　Nna　nablz　ju：niN
　　：考えると，　　なんと，　　何十年

（10）

hatarac±一N　na：
　　働いても　　　もう

Ncja
なるほど

mutusiN－ja　kirlraN
　　元金は　　　　きれず，

tara　ri－bake：
ただ　　　　蒸婆子ばカiり

kiritaN－if－i
きれたと

？　i　：一n　e　：　ti　」　a　je　：・　n　a　：

　　t－mH’うと　　　　エー，　もう
’じa：ru　・一ga一一ja七aN－te：kaN　　？a餌Ci捻U

　　誰がだったとしても　　　　　あのような
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ku’tu：
ことが

？ata：・一gaja：一rl　？umui－sabi：一sSga　na：
　　あったかしらと　　　　　　思いますが，　　　　もう

？unu
その

℃○：Zi－Ja　　 ？U，clna；一jata，N－te：k二aN　　 naレ：　　mQ：kiruk二U：ma－N　　 ne：N
　崇時は　　　　　　沖縄だったとしても　　　もう　　儲けるところも　　　なく，

mo：kirarlN　tuxuma：
　　儲けられる　　　ところが

9ari　ba　一一　rvL　r，］o：ki　一一　Tu

　あればぞ　　　儲けぞ
（su：ru）
（する）

　．

sa，：bi：te：一siga　　皿Q：kirariN　　tukUエlla：
　　　しましたが，　　　儲けられる　　　ところも

ne：nu　mata　du：一nu
　なく，　また，　　自分の

na　pt　Nso：muN　一一　nu　ka．　1〈ai　s．i一一　ja　ru：　一nu　1〈　wa：　一・　nu
もう　　　貧乏者が　　　　かかるのは〔績りにするのは〕　自分の　　　子に

kakairl：ru　c　Ju：一一nu　．mnN　nusumaraN　na：　haNsi
　かかれるのであって，　　入の　　　ものも　盗まれず，　　もう，　こう

SO：七i－N　　捻a：
していても　　もう

zinu：
お金を

ka　tu　；　’tt　je

借りて　　エ，

　　　　　　　　．

sablne：　na．rg，N’te：一gisjoN一
しないと　　　　いをンノ．．陥かったらしい

hu：zinu　？u：
　ような　　　ウー

Zユ：aユ．一nu　　？a．te：bi瓦

　時代が　　　ありました。

ロ　　　　の

Je．
工一　　，

？u翼　　kutu
その　　　こと

hwana，si　：
　　　話

si；一一ne：t±ja　na：
　　すると，　　　もう

lt　a・　ma－nu　wa　ra，　Ncja：ta：

　　今の　　　　子供達は

cja：siN　？uri：　wakai－ja　saNra－ri　？umu±bi：一一siga
どうしても　　それを　　わかりは　　　しないだろうと　　思いますが，

‘？　ataN－ru　nu　hwana　si　：　一一　ra　1〈e　一一　ja

あったという　　　　　話だけは

na　s±：kuzima－ja’tiN
もう　　　瀬底島でも

　　　　（1つ

籠a：　　Z工2；2CU－nu　　N：
もう　　　事実の　　ンー，

（12）

　lr　u　q　t　u　n　a：

　ずっと　　もう

hwanasi：
　　　話，

tsut，ae　kiraqtiN
伝え　　　来ている

hwanasi：t一（je：）一一je：biN
　　　　話　　　　（エー）です。
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　　　　　　　　　　　4．下男奉公についての笑い話と悲しい話

解　説：苦しL・下男奉公という生活の中であったいろいろの笑い話や悲しい1

　　　　　　話についてu端山が伝え聞いているところを述べている。

je：　　namahudゴ　　Ncja　　na：　　zi　ni　Nkw　a．　一・nU　　？awarina　　kutu：

エー C　　今ほど　　なるほどもう　　下男子の　　　あわれな　　こと，

hwanasi：一N　N：　？aibi；一　Stg　a　？unu：　waraibanasi：一N
　　話も　　ンー　ありますが，　その一，　　笑い話も

　　　　　　　　　　　　　（1＞

？ari：ba　ma．宅a　hizjo：nu　　na　　de：zina　　je＝　‘？awaribanasi一一
あれば，　また，　　非常な　　もう　大変な　　エー，　　あわれ話

聾　　？aibiN　　cjo：ru　hicigwaci－nu　　n3：　kju：一nu
も　ありま夷　　　丁慶，　　　　　7月の　　　もう　　　照贋の

．＿Cエ9waci－nu　gas1：bi－jatθ：一gisje沖hu：zrk　・一je：bi－siga　na
　　7月の　　　　　　　遊びだったらしいようですが，　　　　　　もう

hwaNta？uri　　　　？ata：ti　　hi《｝i－hicja：kutu　　na；　　z：L簸iNkwa
思いがけぬうるおいに　あたって　　．してしだところ，　　もう．　下男子を

9a　e1　ba　sa：捻u　　na：　piNma：一h．ara，　？izi：ti　　gizi　　haNra
遊ばせず，　　　もう　　　昼間から　　　　出て　　　行って　かずらを

？uiracje：一gisjeN－hu：A「i櫛je：biN一鵜u聾nu　　『》aNs　’i　　捻a：　　」獄：
　　　　植えさせたらしいようですのに，　　　　　　そこで　　もう　夜に

？iqciN　　捻a：　　je：Nsa，：一N　s±：bare：rU　　hicigwaci？asi：bi　一・N

入っても　もう　　盆踊りも　　　しよう，　　　　　7月遊びも

s1：barθ：r媒ぜicl　SO：一siga　na．：　皿s主一ja　ke：sanu
　　しょうといって　　　　しているが，　暗）う　　　主は　　　　帰ざず，

hicjakαtu． 獅＝F？unu　ziniNkwa：一ga　“ri：kure：na：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　そこで　　もう　　その　　下男子達が　　　　　どうだ，　これは　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　1　　（2）

wacja：kU　　8i：ba　　nairu，，一一　rici　　kaNra　　muru　　sakasima？ui
　いたずら　　したら　　　よい　といって　がずらを　全部　　　　逆植え
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hi¢i　hicje；一gisjeN－hu：zi－je：bi：・一siga
して　　　　　したらしいようですが，

サ　　　　ロ

Je。
工＿
　　7

na：？aqcja：
　　翌E

nusi－nu　9izi　mici　hicjakutu　Ncje　na：
　主が　　　行って　　みて　　したところ　　なるほど　もう

sakaslma　？uj．ti
　　逆に　　　植えて

ne：nu　na：
しまって　もう，

9ure：
それは

ju；　na．muNre：　ru
世の書凶によるんだ〔かずらの．育つ育たないは世の吉凶による

　　　　　（5）

んだ〕　haNnagito：k：θ：一rici
　　　　　　　　ほっておけといって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

？aNs±　lna：　llla　：

　　あのまま
hicjaku一むu
したところ，

na：
もう
　　’

（kaN　N；） haNra－re；kutu　na：
かずらですから，　　　もう

na二
もう

mui　Xo：N　一一b　a；　一・　je；　bi　teN一

　　　生えているわけです

sa■　　コe：
ね。　　エー，

‘？uri一一ga　mata　？umu：
　それが　　また　　芋が

？imi　1〈ici

　　大変
？iqcrk一
入って〔実って〕

JO：一saΣ　　？urihiCja：七しし　　na：
ですね。　　　そうしたら　　　　もう

？url－N　ti：ci－nu
　それも　　　一つの

waraibanasi：一一je：bi：一・siga．　natti：ci－ja　so：ru　na：
　　　　　　笑い話ですが，　　　　　　もう一つは　　　丁度　　もう

ziniNgwa
　下男子

　ロ　　　リ　　　　　　　　の

CJU．一ne幽
　　人に

sikarari：sie－ja　？aNto：zi　na：　a：
　　使われるのは　　　あの当時　　もう　アー

kumi：一・N　ne：nu　met一一N　ne：nu
　　米も　　なく，　　米も　　 ない

？a　tai 　（re：　je：）一jeteN
ぐらいであった

zirai－je：bi：tu　na：
　時代ですから，　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

SO●9wac■一nu
　　正月の

？wtt・：si

豚肉，
na：
もう

？ur1－ru
　それぞ

macikaNte：一．ja’te：一一gisjeN－hu：zi－je：bi：一muNnu　so：ru
　　　　待ち遠しいだつたらしいようですのに，　　　　　　丁慶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

SO亀gwaC■一nU
　　正月の

zju：juql〈a－nu　hth：　na；
　　t4日の　　 日に　もう

ki　ma：　‘ti　？u　p－u：

決って　　　その

？｝va：sl－ja　na　mahai一一ne：
　豚肉は　　もう　　おわんに

？iNt．i　ku：si－ja
入れて　　くるのは

na　nanahaki
もう　　7切れ，

na：　　エne＝niN－me：niN　　k：imati：一gisjeN－hu：zi－jθ：bi：一・s：Lga
もう　　　毎年　毎年　　　　　　決っていたらしいようですが，
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9aN　cjuke：
そこで　　一一・Pt

na：　　na　　憩e：捻iN　　na：
もう　 もう　　・毎隼　　 もう

nanahwaki－re：bi：tu
　　　　フ切れですから

？u　r±　一一　ga

それが
？uho：1〈u　naiN－ba：
　多く　　　なる時も

？a1－ga
あるか

　　の　　　　　　　　　　　コ　　　　の　　　　　　　　レ　　　　コ

SU■ra一Ja．一r■C：
　しらねといって，

？unu
その

hwanasi：
　　謡を

　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　つsa・一gas■na。
　　しながら

“unu　ZiniNgwata：
その　　　下f子達が

？acimatuti
集っていて，

？aru　kine；一nu－re：biN－ro：　N：　9acimatuti
ある　　　家庭のですよ，　　　　ンー一，　集っていて

su：　te　：　一gis　」　eN　一・　hu　：　zi　一一」　e　：　bi－mu　．N　nu　h　i・一　zj　o　：ni

　　　　していたらしいようですのに，　　　　　　非常に

na：
もう

hanas1：
　　謡

　　　　　（4）

kunu　koqkeina
この　　　滑稽な

39欄●
．
．
｝

e
、
刀

」
年s

青

苔 wutaN
　いた

N：

ンー
　　’

wute：一gisjeN－hu：zi－je；bi－siga
　　　　いたらしいようですが，

lt

　Ui　！〈a　jug　ka一　nu
f‘

@　14Elの
SまS±一3a
　肉は

saramatl－nu　mlhalgi
　　定っての　　　　5切れ

s’li　raN

知らず

i’ia　nahaki　一N

　　7切れも

？a　i　一一　ga

あるか

　　　　　カ
Sしと：ra．　一。rユ．Cユ．

　しら”といって
？unu　wakasje：nu
その　　　　若い

　　　　　　　　　　　　　ロ

n±億sje‘一ntミ　　na
　　青年が　　　もう

tuNga－ns：ti
　　台所で

？uta．　hieje：一．ff－iS．ile｝一hu：zi一一

・i歌　　　　したらしいよう

je：bi－mu　‘？aNsa．：i
ですのに，　　　そこで

磁a．：一捻u

ここの
．tikiganusi一一ja　？uri　kicl．
　　男の主人は　　　それを　聞いて，

“

　to：　na：
“なるほどもう

？1ユN’ta：｛黛a

それ達が

na：　　Ncja　　8ユ．s二L：
もう　　なるほど　　肉を

9」，u：nu

　言う

？uQsa　・一na．　：

それだけずつ

”2uta．　kici　miriba　ine：niN
歌を　　聞いて　みれば，　　　毎年

（5）

kama：ei
タミベさせイは

na．raN　｝〈u　tu　na　：

いけないから　　もう

ku：一nu
今日の
　　　　’

ku　：　一一nu－ba　：　一ja’．　？ihi－ja　na　：

　今日の時は　　　　少しは　　もう
Vuhc：ku
　多く

　　　　　　　　カ
　kamasje　一
食べさせなさい”

rtct　ru：　一一　nu　ku　nu　：
といって．　自分の　　この一

（Nnizi＞ ？aN　ZiniNkwa・　3url
あの　　下男子を　　呼んで，

sisi一一N
　肉も

‘7uho：ku　naci　kama　s　imitaN－r±cinu　・litra：ejasu－r±etnu　’nanasl：一nu
　　多く　　　して　　　　食べさせたとhう　　　　食べさせたという　　　話が
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9aibiN　na：tl：ci－ja　mata，
あります。　　　もう一つは　　　　また

？anu：
あの一
”

？uhumugi－riel　47ure：一ja
大麦といって，　　　それは

siguNgwaci－ne：’　turarl：nu　？uhunmgi
　　4・5月に　　　　　　とられる〔収獲できる〕　　大麦

sエga
が
　　’

？uhummgi一一ja　？usi’一ne：
　　　大麦は　　　　　臼に

C？iN・ti　hici
入れて　　掲いて

（ji：）一一je：b±：一
（d　一一），　です

（6）

sos．1te　　a：　　エユa：

　そして　　アー　もう

9wa：bi　一一nuし　ha：

　　上の　　　皮を
turlba－ru　na　plrame：一tuka　hici
　とればぞ　　 もう　　　麦飯とか　　　 して

ka：riN－ba：一je：bi：tu
　食べられるわけですから

（？ur1 kumi：）　N：　？uhumugi
　　　　　　　ンー　　大疫を

sikacje：一gisjeN－hu：zi一一je：bi：一mu　na，：
　　　　掲かせたらしいようですのに，　　　　　もう

？　a　N　t　o　：　z　i　一　．fi　a

　　あの当時は

wakaraN
わからず，

み
しara
ただ

slkikurusiba　na　？atu　ha：　mugiN－ric±一
揚きつづけると　　　もう　　後　　皮が　　むけるといって

jate　：　一一gisjeN－hu　：zi　・一je：．b±一s±ga

　　だったらしいようですが，

　　　　（7）

na：　juru：junaka－ma，rj：一N
もう　　　夜夜中までも

na：
もう

　　　ロ　　のエnugエ・

幾を
（s±ka） ？usi－ne：

　　臼に
sikasaqti　hicja：tu　9unu
摘かされて　　したとζろ，　その

jinaguwara：bi－nu　yqk．u　？awa：ri一一nu　？ui－ni　na．：
　　　女の子供が　　　　　あまりの　　あわれさの　　　　うえに　　もう

nara：
涙が

？i．zi：ti　．ci：　9．gnu　naci．．：rnu　SiN；g．：一一S．iN．y．e：

　　　　　　　　きて，　その　　　涙が　　　　次第　次第に　出て
？u　st　一Nga　ti

　　臼へ

？iqei　hic±hicja：tu　？unu　sikijaqsiku　nati　？izl
入って，　　　そしたら　　　その　　　揚きやすく　　なって　いって

tare：ma，　na：
　じきに　　もう

？unu：
その一

9uhumugi－N　cjuraku　nati
　　大嚢も　　　きれいに　なって，

？uN
その

pirame：一・N　hici
　　麦飯も　　　して

ka：riN－gu’tu　nataN－rici　h’vvanasut
食べられるように　なったといっての　　　話。

9uri－kara　j　e：
　　それから　 エー C

na：
もう

9unu　？uhumugi－ja　mizi　？INti
その　　　大麦は　　　　水　　入れて
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8ik工：ba
揚げば

he：ku　？unu：
早く　　その一

ka：riN一一gutu　naisa一一3a：一rlci　miz±
食べられるようになるのだねといって，水

？iNti
入れて

81kihwazi犯a七a聾一r蔓箋上類．　hwanasi：
　　掲きはじまったといtt．　　　　話。

込a：

もう
mukas1一一nu
　　　昔の

na：
もう

mo：klkata：・一N　ne：N
儲けるところも　なく，

ziniNkwa－ta　hici．　nal
　下男子と　　　して　　もう

9e：’kiNcju
　資産家に

？aNsi　sika’fari：si一一N　huNto：
あのように　　使われるのも　　　本当

na：
もう

？irugiru－nu
　　いろいろの

？　a　war　i　b．　a　na　s　i：

　　あわれ話，
mata
また

？iru？iru一・nu　waraibanasi：
　　いろいろの　　　　　笑い話

捻uNkui
いろいろ

？ai　一一ja．

ありは
sa：bi：一siga
　　しますが，

na：・　？uri一一ja

もう　　　それは
？uri－tu　hici　na：
それと　　して，　もう

mukasibarasi：一tu　hiei
　　　　昔話と　　　　　　して

na　kiku：nu
もう　　聞く

？uqsa－sje：一ja．tiN
　　　だけででも

slm1　一一　Ja

　すみは

saN－gaj　a，　：

しないかしら，
mata・　？uyi　k±ci
また　　それを　聞いて

na　ma－Ru
　今の

waraNcja：ta：一ga
　　　　子四達が

na：
て　　　　い

もつ

ma，ta
また

ti：ci－nu
　一つの

sje：s2Nteki－nu
　　　精神的の

kjo：？iku　nari：ba
　教育に　　　なれば

mata　？i：
また　　良い

hanasi’：
　　　話

Para，N－gaja；　一ri
ではないかしらと

？U魚Uto：N
思っている

sire：一一je：biN
　　次第です。
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注

1　上聞幸次郎氏の自然会話

　1　瀬底島のノmと門中について

P　8　（1）　？aNsa：　　？a鞠abaの縮まった形。？aNは《あれ》saは《す

　　　　　　　　　　　　る〉の未然形，baは仮定条件を表わす助詞。直訳

　　　　　　　　　　　　すれば《あb・，すれば〉となる。

P　8　（2）　《資産家》のこと。sisuku？e：ki：は家号で，一名？aga：riと

　　　　　　　　　　　　もいう。

P　8　（5）　nuro：　　　nuru　ja＜ノロは》の縮まった形。

P　8　（4）　rici　　　ri？iciの縮まった形。　riはくと》，？iciは《書

　　　　　　　　　　　ろて》。

P　8　（5）　ga　　　　疑問を表わす孫助詞。その結びの活用形式の語尾は

　　　　　　　　　　　　必ず一aの形をとる。ga　je：misje：tara

P　9　（6）共通語的。方言ではkuc1：　という。

P　9　（7）地名・瀬底島の略図参照。

P　9　（8）家号，sisuku？θ：ki：ともいう。

P　9　（9）　地名　瀬底島の略図参照

p　g　（1　o）家号　現在のノUZの出ている家である。

P　9　㈹家号

P　9　（a2）　？ure：　　？uri　ja　＜それは》の縮まった形。

p　g　o5）地名，瀬底島の略図参照。

：p　g　（14）本部町字浦崎のこと。

P　9　（15）hic±cja：七u　hici　hicja：七uの縮まった形。　hic1＜して＞

　　　　　　　　　　　　hicja：tu《したら》，直訳すれば《してしたら》

　　　　　　　　　　　　となる。
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P　9

P　10

P．　10

P柵
P　10

P　11

？M
ti　・M

’IP　a　2

P　！2

王）15

o±　15

1）　1　3

P格
P　15

（t6）ru：tu　　ri？ju：nutuの縮まった形。　riは《と》？ju：nu

　　　　　　　　は《言う＞tuは《と》

（の共通語的。方言ではsizjajinaguNgwaとなる。

（18）家号

（19）家号，瀬底の根心といわれている。

（20）《ウフジユクの立ちはじまりは……》とうちだしているρ㍉以下

　　述べていることは，その立ちはじまりについてではなく，ノnの

　　争いについて述べている。話者の頭の中には《ウフジユクの立ち

　　はじまり》と《ノロの争い》についての二つの主題が入りまじつ

　　ていたようである。

⑳家号

（22）　？are：　　　？ari－ja〈あれは〉の縮まったもの。

（25）　nururu．Nciという拝所の一角にある屋i敷のこと。

（24）　pi：が純瀬底方言である。本部町渡久地方雷の影響でhi：となつ

　　ている。

（25）共通語的。方暑ではmutuja：という。

（26）神がその存在を入々に告げ知らすために，ウフユミシヌグイの祭

　　りの夜に鐘を打ったという。これをエンガ＝一と呼んでいる。

（27）家号。nurur顧ciという拝所の近くにある家。

（28）共通語的。方言ではrukuとなる。

（29）共通語的。方言では？amaとなる。

（50）　？uhujumi　sinu：gu　7i月の中旬に5日間続いての祭りがある

　　　　　　　　が，それをいう。？uhujumiは祭りの最初の日に，

　　　　　　　　各家ごとに餅をつくって，各々の資産に応じてそれ

　　　　　　　　をウチグシク山というところへ奉納する儀式をいう。

　　　　　　　　sinu：guまたはsinUguiは，次の日に，粟や穫

　　　　　　　　でつくったどぶろくをウチマンe一という広場で神
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1）　1　5

1）　15

n±　14

P　一1　4

TFL）　14

P　16

　　　　　　　　に奉げる儀式をいう。女の神入が馬に乗って西の浜

　　　　　　　　に下りていって祈りをするの屯その日である。

　　　　　　　　最後の日はhaNbuto：kiといって，男の神入が各家

　　　　　　　　をまわって悪風を払う儀式がある。臼太鼓もその日

　　　　　　　　に催される。

（51）地名，一一名ウチグシク山ともいう。略図参照。

（52）hure：　　　hUri萄a＜これは》の縮まった形。

（55）共通語的。方言ではzjo：iとなる。

（34）muno：　　　munu－ja＜毛のは》の縮まった形。

（55）wane：　　wani－ja《私は〉の縮まった形。

（酪）　？u，kamigu．℃o・9uk：amigutu－ja《御神事は〉の縮まつなもの。

　2．初代ノロについての逸話

P17　（1）　9uNejo：　？VtNcju：一ja　《その入は》の縮まった形。

P17　（［2）　地名，略図参照

p1ア　⑤　瀬底島と沖縄本島とにはさまれた海峡，今でも台風の時には船舶

　　　　　　がよく避難する。

PG7　④　ha：tuti　直訳すれば《かかっていて》となる。

p／7　（5）　hja：　　　相手をさげすみ，言いけなす時に用いる終助詞。

p17　（5）　zjaNpa　　中部読谷村の西側に突き出た岬。那覇港へ向う船は

　　　　　　　　　　　そこをまわっていくQ普通でも波が高いところであ

　　　　　　　　　　　　る。

：P18　（7）　9atQ：　　？atu　j　a．《後は》の縮まった形。
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豆　上間真好氏の自然会話

　1．島の概況

P20　①　kara　　　瀬底方言ではharaとなる。他方言（主に本部町渡

　　　　　　　　　　　久地方言）の影響

P20　②　kai　　　瀬底方言ではNgatiとなる。他方言の影響

P2e　（3）　hazimiti　無azil鷺i℃iが純瀬底方言である。

P20　④　共通語的。後でmuruと方言で言いなk・している。

：P21　（i5）　rinu　　　ri‘？　ju：nu《という》の縮まった形。

P21　（6）　kura：bi　《比較》の体言が入るべきであるが，ここではそれ

　　　　　　　　　　　が欠けていて不自然な表現法となっている。

P21（ブ）本部町字健堅にある川。

P2G　（8）　共通語的。方言ではkura：siとなる。

P21　⑨　共通語的。方言ではhunuと選る。

P餌　（10）ke：ga：　　直訳すれば《食う川》となる。飲み水をためた池の

　　　　　　　　　　　　こと。

　　　　　　　　　　　瀬底方言では《池〉もha：と友って，共通語の《川》

　　　　　　　　　　　に対応する形式を用いている。

P21　（11）共通語的。　方雷では皿itukuruとなる。

P餌　　（12）　huto：bi：　瀬底方言ではhtttl：bi：となる。他の方言では

　　　　　　　　　　　　《堀っている〉《書いている》等はhutO：N，

　　　　　　　　　　　　kacjO：｝1となるが，瀬底方言ではhutiN，　haciN

　　　　　　　　　’　　で一〇；一の形はとらない。

P22　（15）　共通語的。　　方書では？ai？　．」　u．：nuとなる。

：P22　（14）　ne：《に〉がくるのが自然である。

P22　（15）　ri《と》がくるのが自然。

P22　（16）hwaruが瀬底方言である。

P2ろ　（17）浜崎（健堅）と瀬底とにはさまれた海峡。
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P　25

P　25

P　25

1）　24

1）　24

（18）擢を漕いで進める舟。

（lg）maNnata：buku　maNna　は《満名》で地名，本部町字並里の

　　　　　　　　こと。

　　　　　　　　ta：bukuはく田んぼ〉で満名にある田んぼのこと

　　　　　　　　をいう。

⑳）karute：nu瀬底方言ではke：te：nuとなる。他方言の影響。

（2D　hwanasi：　が瀬底方言である。

（22）共通語的。　：方言では？ubirazi《突然，思いがけない》を用い

　　　　　　　　る。

？の共通語的。　方言では？uqsahiciNとなる。

（24）共通語的。　方言ではmuqtuとなる。

（25）共通語的。　方言では？izja：nu　となる。

餌）共通語的。　方言ではkuru：maであるQ

（27）共通語的。　方言ではhunuとなる。

（田）地名，略図参照。

（29）r・緯u　　　ri？ju：nu　《という》の縮まった形。

60）共通語的。．方言ではso：ruとなる。

01）hajabukija：が瀬底方言である。

（52）共通語的，　方言ではsi磁a揃く終わる〉を用いる。

（お）地名，略図参照。

・（弘）地名，略図参照。

（55）共通語的。　方言ではsi：加：となる。

（56）共通語的。　方書ではzjO：to：を用いる。

（57）共通語的。　：方言ではja：〈家〉を用いる。

（58）共通語的。　方言で｝a　Ncjaとなる。

（59）　rito：NkaNkei　rθ　共通語的。方言ではhwanarizima－nu

　　　　　　　　　　　　　　cigo：sai〈離れ島の都合で〉となる。
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P　29

P　29

1）ろ0

P　50

i）　51

1）　51

（40）瀬底方言ではhajo：七iとなる。

（？41）共通語的。　方言では？imikiciとなる。

（42）一定のクループで砂糖製造のた：めに建てた家，そこには砂糖製造

　　に必要ないろいろの道具がそなえられている。

（45）　kibi－nu？aqsaku共通語的。方言ではwugi：kwa：su聾を用

　　　　　　　　いる。　　　　　　　　　　’

（44）共通語的。　方言ではnama　hara＜今から》となる。

（45）共通語的Q　方言ではwugi：である。

　2．　瀬底島の年中行事について

P52　①　nu：　uruNciは《ノロ殿内》で，そこはノmがいつも拝んでいる。

　　　　　拝所の一つ。略図参照。

下）ろ2

P　」．2

Pろ2

Pろ2

Pろ2

Pろ2

一？e　gu　2

：P3ろ

Pろ5

：Pろ5

P　55

P　J74

②　nururuNciの東側にある森。その森のタに一つの拝所がある。

⑤　拝所の一一つ。伝えによると唐に関係ある神を祭っているとのこと。

④　渡船の発着する浜の近くにある拝所。

⑤　島の酉側の森の中にある拝所。一一一一‘2｝〕mja：tuja？ixgwaNともいう。

⑤　島の南側の森の中にある拝F｝i。

（7）　？uhu？ugwaN　＝男女の神入と区長を加えた人数で7御嶽をまわっ

　　て拝む儀式。年2回行なわれる。

⑧　watakusi？ugwaN　男女の神人がnururuNciの拝所とウフジユ

　　　　　　　　クにあるアサギという拝蕨を拝む儀式。

⑨　共通語をそのまま：方言化した形。：方言では？uri　haraという。

（10）sika：sani旧暦32月に男女神を個人宅に招いてごちそうする

　　　　　　　　儀式。現在はなくなっている。

Pt）共通語的。　方言ではsa：bi：slga〈しますが〉を用いる。

（32）共通語的・　方言ではkara：taという。

（15）共通語的9　方言ではke：・・：を用いる。
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P　54

P　55

1）　5　6

P　56

P　57

i．　57

1E）　58

F　59

P　40

P　40

P　41

（t4）　nuruganasi：　一ganasi：は尊敬を表わす接尾辞。《太陽》

　　　　　　　　にはtiraというが，尊敬をこめたときはtira－

　　　　　　　　ganasi：　となる◎

（15）このje：　以下は次のようになる。　je：bi：ra　wakajabiraN

　　　　　　　　siga《であるかわかりませんが》の下線の部分が

　　　　　　　　欠けている。

（16）男神の中で一番上位の神入。

（の共通語的。　方言ではkwa：ma：gaとなる。

（⑧　kaNtt　　瀬底方量ではha翼tiとなる。他方言の：影響。

（19）祈濤をする際のとなえことば。意味は不明。

（［20）地名。ある一定の広場がある。略図参照

（21）to：kaci　瀬底方言ではto：hakiである。他方言の影響．

C22）共通語的。　方言では？urihara＜それから》を用いる。

（25）共通語的。　方言ではhuriとなる。

（24）共通語的。　方言ではsimai〈終り〉または？icibaN？atu

　　　　　　　　〈一番後〉を用いる。

5．下男奉公について

P．4　2　①　ziniNbu：ku：適：訳すれば《下人奉公》にあたる。　zinaNbu：

　　　　　　　　　　　　ku：と同じ。

’一，，）　42

］　44

’P　45

p　aJr

－y’　45

’P　45

P　45

②　1〈akarumuN瀬底方書ではha　1〈arumuNとなる。他方言の影響，、

（5）共通語的・輝では？iki七utu：miとなる・

④　katamiti　瀬底方書ではhatamitエとなる。他方言の影響。

⑤　共通語的。　方言ではhunuとなる。

⑤　hara《から》のhaが脱落した形。

（7）　harariba　瀬底方言ではhwararibaとなる。他方言の影響。

⑧　共通語的。　方言ではni：sje：という。

　　　　　　　　　　　　．一　Jr　9一



P　46

P　46

P　47

：P　4ア

　4．

P　a8

1）　48

P　A9

⑨共通語的。

（le）　hataraci

（製）共通語的。

（12）共通語的。

方言ではhiN　＜あたり》を用いるも

瀬底方言ではhwataraciとなる。他方言の影響。

方言ではhuNtO：《本当〉を用いる。

：方言ではnagare：〈長く〉を用いる。

下男奉公につvlての笑い話と悲しい話

（1）

（2）

（5）

1．一・’　50　（4）

P50　（5）

P　5f　（6）

P53　の

共通語的。　方言ではre：z加aという。

kablra　　瀬底方言ではhaN’r　a　という。他方言の影響。

haNnagito：ke：瀬底方言ではhwaNhagituke：　となる。．他

　　　　　　方言の影響。

共通語的。　方言ではte：hwaという。

ka鵬a：ci　瀬底：方言ではka：ciとなる。また，他方言の

　　　　　　　kamasje：《食べさせなさ）’、〉比amasi1魔七aN《1食

　　　　　　べさせた〉はka：sje：，ka：cjaNとなる◎

共通語的。　方’書では？urihara《それから》を用いる。

juru：加naka　瀬底方言ではjuru：junahaとなる。他方言の

　　　　　　影響。
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瀬底島の略図
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